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滋賀県長浜市早崎町の民俗

滋
賀
県
長
浜
市
早
崎
町
の
民
俗

藤

　井

　弘

　章
・
石

　橋

　和

　晃
・
今

　岡

　大

　樹

大

　森

　
　
　悠
・
澤

　江

　貴

　之
・
辰

　巳

　今
日
子

縄

　稚

　慎
太
郎
・
前

　田

　亜

　由
・
松

　永

　夏

　希

峰

　
　
　達

　夫

一
　
調
査
地
の
概
要

　
滋
賀
県
北
東
部
の
湖
北
地
方
に
位
置
す
る
琵
琶
湖
畔
の
集
落
で
あ
る
。
明
治
後
期
に
は
湖
畔
に
砂
州
が
発
達
し
、
集
落
と
琵
琶
湖
の

間
に
内
湖
が
形
成
さ
れ
た
。
昭
和
中
期
ま
で
は
集
落
の
西
側
に
早
崎
内
湖
が
広
が
り
、
内
湖
に
接
し
た
場
所
に
集
落
が
存
在
し
て
い

た
。
集
落
の
北
側
・
東
側
・
南
側
に
は
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
言
い
伝
え
で
は
、
平
安
時
代
に
は
今
よ
り
も
北
西
に
集
落
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
洪
水
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
住
し
た
と
い
う
。
こ

の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
『
近
江
與
地
志
略
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
「
菅
浦
文
書
」
に
は
、
早
崎
は
弁
財
天
祭
祀
遊
行

の
地
と
記
さ
れ
て
お
り
、
中
世
に
は
竹
生
島
領
と
な
っ
て
い
た
。
近
世
に
は
早
崎
村
は
竹
生
島
領
と
彦
根
藩
領
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
『
滋
賀
県
物
産
誌
』
に
は
、
戸
数
九
〇
、
人
口
三
〇
七
、
全
戸
が
農
業
で
あ
り
、
副
業
と
し
て
養
蚕
と

フ
ナ
漁
を
お
こ
な
い
、
田
地
一
〇
町
余
、
畑
地
一
一
町
二
反
余
、
宅
地
四
町
一
反
余
と
記
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）

の
戸
数
は
七
三
、
今
で
は
農
業
の
ほ
か
、
長
浜
市
の
会
社
な
ど
で
勤
め
る
人
も
増
え
て
い
る
。
歴
史
的
に
竹
生
島
と
の
か
か
わ
り
が
深

か
っ
た
こ
と
で
、
現
在
で
も
竹
生
島
の
祭
祀
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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内
湖
は
フ
ナ
な
ど
の
産
卵
地
で
あ
っ
た
た
め
、
漁
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
内
湖
に
広
が
る
ヨ
シ
原
は
屋
根
の
材
料
と
し

て
貴
重
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
四
〇
年
代
に
干
拓
さ
れ
て
水
田
と
な
っ
た
が
、
国
の
減
反
政
策
や
地
元
の
農
業
離
れ
な
ど
に

よ
っ
て
、
平
成
に
な
る
と
再
び
水
を
入
れ
て
内
湖
に
戻
す
計
画
が
進
み
だ
し
た
。
現
在
、
地
元
の
早
崎
と
滋
賀
県
に
よ
っ
て
、
ビ
オ

ト
ー
プ
と
し
て
早
崎
内
湖
の
再
生
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
東
浅
井
郡
竹
生
村
の
大
字
と
な
る
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
び
わ
村
、
四
六
年

（
一
九
七
一
）
か
ら
び
わ
町
の
所
属
と
な
っ
た
。
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
び
わ
町
は
長
浜
市
・
東
浅
井
郡
浅
井
町
と
合
併
し
、
長

浜
市
早
崎
町
と
な
っ
た
。

二
　
村
落

１
　
村
落
組
織

組
　
早
崎
は
六
組
に
分
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
組
長
が
い

る
。
組
長
は
評
議
員
。
会
長
に
対

し
て
意
見
を
言
う
権
限
が
あ
る
。

組
長
の
中
の
長
を
代
表
議
員
と
い

う
。

集
会
　
会
長
は
総
会
で
決
め
る
。

総
会
は
二
月
の
第
一
日
曜
。
三
役

は
総
会
の
選
挙
で
決
め
る
。
組
長

写真 1-1　 内湖跡の水田と早崎の集落（2008年 8月、
藤井撮影）

写真 1-2　 内湖の再生を図るビオトープ（2005年 8
月、藤井撮影）
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限
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る
。

組
長
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中
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長
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代
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議
員
と
い

う
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集
会
　
会
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会
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決
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会
は
二
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の
第
一
日
曜
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三
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会
の
選
挙
で
決
め
る
。
組
長

写真 1-1　 内湖跡の水田と早崎の集落（2008年 8月、
藤井撮影）

写真 1-2　 内湖の再生を図るビオトープ（2005年 8
月、藤井撮影）
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は
そ
れ
以
前
に
組
で
選
ば
れ
る
。
組
長
の
選
出
は
組
に
よ
っ
て
違
う
。
順
番
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
組
の
集
ま
り
を
ク
ミ
ヨ
リ

と
い
う
。
組
長
の
家
に
集
ま
る
。
日
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
正
月
あ
け
て
か
ら
、
区
の
総
会
の
前
に
す
る
。
ほ
と
ん
ど
年
一
回
。
六
組

は
年
二
回
し
て
い
る
。
新
年
度
が
始
ま
る
と
、
二
月
か
三
月
に
前
の
組
長
を
ね
ぎ
ら
う
会
を
す
る
。

集
落
の
道
　
竹
生
島
の
一
の
鳥
居
か
ら
村
へ
来
る
道
が
本
通
り
。

２
　
平
成
二
〇
年
度
早
崎
町
自
治
会
役
員
・
委
員

町
関
係
の
委
員
　
自
治
会
長
・
副
会

長
・
会
計
・
代
表
議
員
・
土
木
委
員
・

文
化
体
育
委
員
・
保
健
衛
生
委
員
・
整

備
委
員
・
生
活
改
善
委
員
の
役
職
が
あ

る
。

　
会
長
・
副
会
長
・
会
計
が
三
役
。
自

治
会
長
は
一
年
交
代
。
会
計
を
や
ら
な

い
と
会
長
に
な
れ
な
い
。
副
会
長
が
当

た
れ
ば
、
持
ち
越
し
で
次
の
年
会
長
を

す
る
。
以
前
は
会
長
を
し
て
か
ら
副
会

長
を
し
た
。
区
長
の
補
佐
だ
っ
た
。
平

成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
ご
ろ
に
規
約

が
変
わ
っ
て
順
序
が
逆
に
な
っ
た
。

写真 2-1　早崎の集落（2008年 8月、藤井撮影）

写真 2-2　早崎公民館（2005年 8月、藤井撮影）
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文
化
体
育
委
員
　
六
人
。
一
組
か
ら
六
組
ま
で
一
人
ず
つ
。

消
防
関
係
　
五
人
。

監
事
関
係
　
監
事
が
二
人
。

自
主
防
災
会
　
会
長
が
一
人
。
防
災
推
進
委
員
が
四
人
、
消
火
班
が
一
二
人
。
消
火
班
は
一
組
か
ら
六
組
ま
で
二
人
ず
つ
。
会
長
は
任

期
三
年
。

長
寿
会
関
係
　
会
長
・
副
会
長
が
一
人
ず
つ
。

婦
人
会
関
係
　
代
表
が
二
人
。

子
ど
も
会
関
係
　
会
長
が
一
人
。

要
誓
寺
関
係
　
責
任
役
員
が
二
人
、
代
表
役
員
が
一
人
、
門
徒
総
代
が
三
人
、
世
話
役
が
四
人
、
仏
教
婦
人
会
が
二
人
。
責
任
役
員
は

任
期
三
年
。
門
徒
総
代
は
任
期
三
年
。
世
話
役
は
任
期
二
年
。
仏
教
婦
人
会
は
任
期
二
年
。

宝
厳
寺
関
係
　
総
代
が
一
人
。
任
期
三
年
。

五
社
神
社
関
係
　
氏
子
総
代
が
二
人
、
世
話
役
が
四
人
。
総
代
は
任
期
三
年
。
世
話
役
は
任
期
二
年
。

生
産
組
合
関
係
　
農
業
生
産
組
合
は
組
合
長
・
福
組
合
長
・
会
計
・
農
地
水
関
係
・
転
作
係
・
水
利
係
が
各
一
人
。
い
ず
れ
も
任
期
は

二
〇
年
。

干
拓
組
合
関
係
　
早
崎
内
湖
干
拓
組
合
は
理
事
が
二
人
、
監
事
が
一
人
。
い
ず
れ
も
任
期
は
四
年
。

集
落
排
水
処
理
関
係
　
早
崎
・
下
益
田
地
区
集
落
排
水
処
理
施
設
維
持
管
理
組
合
の
下
水
委
員
が
六
人
。
任
期
は
二
〇
年
。

福
祉
関
係
　
早
崎
福
祉
JH
の
会
（
早
崎
地
区
地
域
福
祉
委
員
会
）
の
福
祉
委
員
が
九
人
。
自
治
会
推
薦
の
四
人
は
任
期
二
年
。
五
人
は

自
治
会
・
長
寿
会
（
二
人
）・
婦
人
会
・
子
ど
も
会
か
ら
出
て
い
る
。

墓
地
関
係
　
早
崎
墓
地
管
理
運
営
委
員
会
の
墓
地
委
員
が
八
人
。
自
治
会
長
・
副
会
長
と
一
組
か
ら
六
組
ま
で
の
代
表
が
一
人
ず
つ
。
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。
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会
長
・
副
会
長
は
任
期
一
年
。
そ
の
他
の
委
員
は
任
期
が
二
年
。

地
域
用
水
関
係
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
が
一
人
。
早
崎
町
地
域
用
水
推
進
委
員
と
し
て
、
自
治
会
長
と
町
選
出
の
委
員
が
一
人
、
お
よ

び
一
組
か
ら
六
組
ま
で
各
一
人
ず
つ
の
合
計
八
人
。
委
員
長
は
任
期
二
年
。
町
選
出
の
委
員
も
任
期
二
年
。
自
治
会
長
は
任
期
一
年
。

一
組
か
ら
六
組
ま
で
の
代
表
は
任
期
二
年
。

人
権
学
習
関
係
　
推
進
委
員
が
一
人
。
任
期
二
年
。

民
生
児
童
関
係
　
民
生
委
員
が
一
人
。
任
期
三
年
。

地
域
安
全
関
係
　
交
通
安
全
推
進
委
員
が
一
人
・
地
域
安
全
指
導
委
員
が
一
人
。
任

期
一
年
。

三
　
生
業

１
　
稲
作

水
田
　
明
治
時
代
の
『
滋
賀
県
物
産
誌
』
に
は
、
早
崎
の
田
地
は
一
〇
町
余
と
記
さ

れ
て
い
る
。
内
湖
に
面
し
て
い
た
西
側
以
外
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
。
内
湖
が

干
拓
さ
れ
て
以
降
は
、
西
側
に
も
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
早
崎
に
は
「
米
が
百
俵

売
れ
れ
ば
い
い
生
活
が
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
を
目
標
に
作
業
を
し

て
い
た
。

籾
蒔
き
　
四
月
ご
ろ
に
苗
代
に
籾
を
蒔
い
た
。

田
起
こ
し
　
ホ
リ
と
い
う
道
具
で
田
を
起
こ
す
。
ホ
リ
は
先
端
だ
け
が
鉄
で
、
そ
れ

以
外
は
木
で
で
き
て
い
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
ホ
リ
の
全
体
が
鉄
と
な
っ
た
。
ホ
リ
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に
は
大
と
小
が
存
在
し

た
。
大
の
ホ
リ
は
田
で
堀

起
こ
し
を
す
る
と
き
に
、

小
の
ホ
リ
は
田
の
畦
を
作

る
と
き
に
使
用
し
た
。

　
そ
の
後
、
ミ
ツ
グ
ワ
で

土
を
砕
く
。
ミ
ツ
グ
ワ
と

は
先
端
が
三
つ
に
分
か
れ

て
い
る
鍬
で
あ
る
。
お
も

に
ホ
リ
で
起
こ
し
た
と
き

に
出
て
く
る
固
ま
っ
た
土
を
細
か
く
砕

く
道
具
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
マ
グ
ワ
で
場
を
な
ら
し
た
。

マ
グ
ワ
と
は
先
端
に
一
〇
〜
一
二
cm
ぐ

ら
い
の
間
隔
で
鉄
刃
が
並
ん
で
い
る
道

具
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
田
を
起
こ
し
た

と
き
に
出
て
く
る
土
の
塊
を
砕
い
て
田

の
表
面
を
平
ら
に
す
る
道
具
で
あ
っ
た
。

田
植
え
　
昭
和
二
〇
年
代
に
は
五
月
の

写真 3-2　ホリ（2008年 8月、今岡撮影）
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。
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。
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〜
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鉄
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。
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連
休
ご
ろ
か
ら
六
月
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
四
月
ご
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
田
植
え
は
、
家
族
だ
け
で
は
人
で

人
手
が
足
り
な
い
た
め
、
ユ
イ
と
い
う
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
近
所
の
人
々
な
ど
が
手
伝
い
あ
っ
た
。
五
・
六
人
ぐ

ら
い
で
田
植
え
を
し
た
。
以
前
は
、
子
ど
も
も
農
作
業
を
手
伝
っ
た
た
め
、
田
植
え
の
際
に
は
学
校
も
休
み
に

な
っ
た
。
田
植
え
に
は
、
苗
を
取
っ
て
運
ぶ
人
、
苗
を
植
え
る
人
、
田
植
ロ
ー
プ
を
張
る
人
な
ど
に
分
か
れ
て

作
業
を
し
た
。
苗
代
か
ら
苗
を
運
ぶ
際
に
は
、
苗
を
洗
っ
て
持
ち
や
す
い
よ
う
に
束
ね
、
籠
に
入
れ
て
運
ん
で

い
た
。
植
え
る
人
は
、
前
に
植
え
た
稲
の
株
を
見
な
が
ら
後
ろ
向
き
に
下
が
り
な
が
ら
植
え
た
。
田
植
え
ロ
ー

プ
を
水
田
に
張
り
、
そ
の
ロ
ー
プ
に
従
っ
て
植
え
た
。
田
植
ロ
ー
プ
以
外
に
田
植
枠
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
田
植
の
と
き
に
使
わ
れ
る
八
角
形
の
ロ
ー
ラ
ー
状
の
道
具
で
あ
る
。
田
に
転
が
す
こ
と
に
よ
っ
て
十

字
に
く
ぼ
ん
だ
と
こ
ろ
が
で
き
て
、
そ
こ
に
苗
を
植
え
る
。
こ
う
し
た
植
え
方
を
枠
植
え
と
い
う
。

　
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
百
姓
は
重
労
働
で
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
を
し
て
い
た
。
と
く
に
田
植
え
や

稲
刈
り
の
と
き
は
、
子
ど
も
を
田
ん
ぼ
に
連
れ
て
行
き
、
昼
は
作
業
場
（
田
ん
ぼ
）
で
お
弁
当
を
食
べ
た
。
昔

は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
農
作
業
は
、
手
作
業
で
あ
っ
た
た
め
、
作
業
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
田

植
え
や
稲
刈
り
も
ユ
イ
で
お
こ
な
う
た
め
、
何
日
も
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
が
普

及
す
る
に
よ
っ
て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
作
業
時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
少
な
い
人
数
で
短
時
間
で
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

水
利
　
江
戸
時
代
、
高
時
川
の
御
料
所
井
水
は
冨
田
村
な
ど
五
か
村
共
有
の
用
水
で
あ
っ
た
。
早
崎
村
に
は
排
水
は
来
て
い
た
が
、
恩

恵
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
早
崎
で
は
九
村
・
上
八
木
村
な
ど
の
小
川
か
ら
の
水
を
利
用
し
て
い
た
。
昭
和
初
期
に
は
、
早
崎
の
上
流

に
カ
ナ
ボ
イ
ケ
（
金
棒
池
）
な
ど
と
い
う
自
噴
池
が
数
か
所
作
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
は
村
で
何
か
所
も
自
噴
井
戸
が
作
ら

れ
た
。
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早
崎
で
は
水
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
カ
ミ
（
上
）
の
田
ん
ぼ
か
ら
シ
モ
（
下
）
の
田

ん
ぼ
へ
水
を
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。
排
水
の
川
か
ら
水
車
を
使
っ
て
水

を
入
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
圃
場
整
備
が
な
さ
れ
た
現
在
で
も
、
早
崎
に
は
用
水
は

来
て
お
ら
ず
、
排
水
の
川
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
入
れ
て
い
る
。

草
取
り
　
以
前
は
手
作
業
で
草
を
抜
い
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
は
除
草
剤
が
な
か
っ
た

た
め
、
稲
の
穂
が
出
る
ま
で
に
三
回
ほ
ど
草
取
り
を
し
て
い
た
と
い
う
。
稲
と
稲
の
間

だ
け
で
な
く
、
畦
の
草
取
り
も
お
こ
な
っ
た
。
畦
の
草
取
り
は
、
お
も
に
女
性
や
子
ど

も
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
最
初
の
草
取
り
を
一
番
草
、
次
を
二
番
草
と
い
い
、
最
後
の
三

番
草
で
ナ
デ
草
と
い
う
仕
上
げ
に
入
る
。
ま
た
稲
に
成
長
し
た
と
き
、
一
緒
に
生
え
て

く
る
稗
を
取
る
ヒ
エ
取
り
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
稗
は
稲
よ
り
も
成
長
が
早
い
た
め
、

こ
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

溝
切
り
　
稲
刈
り
に
入
る
前
に
溝
切
り
を
お
こ
な
っ
た
。
ホ
リ
を
使
用
し
て
、
田
ん
ぼ
に
溝
を
作
り
、
水
を
水
路
の
方
に
抜
い
て
い
く

作
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
稲
刈
の
際
に
水
田
の
地
面
が
泥
の
ま
ま
で
あ
る
と
作
業
を
お
こ
な
う
に
く
い
た
め
、
土
を
乾
か
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。

稲
刈
り
　
一
〇
月
〜
一
一
月
に
稲
刈
り
を
し
た
。
今
は
八
月
〜
九
月
に
稲
刈
り
を
す
る
。
稲
刈
り
の
際
に
も
ユ
イ
に
よ
っ
て
助
け
合
っ

た
。
使
う
道
具
は
ノ
コ
ギ
リ
ガ
マ
で
あ
っ
た
。
稲
を
刈
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
束
に
し
た
。
風
通
し
が
よ
く
天
気
の
い
い
と
き
に
、
刈
り

取
っ
た
稲
穂
を
稲
架
に
掛
け
て
、
一
〜
二
週
間
乾
燥
さ
せ
る
。
稲
架
は
、
刈
り
上
げ
た
稲
を
乾
燥
さ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
構
造
は
、
約
二
m
間
隔
で
杭
を
打
っ
て
、
竹
で
棚
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
竹
に
、
刈
っ
て
二
株
の
束
に
分
け
た
稲
を
掛
け

る
。
田
の
数
に
よ
っ
て
は
、
稲
架
の
段
を
三
段
に
し
た
り
、
五
段
し
た
り
す
る
家
も
あ
っ
た
。
乾
燥
が
終
わ
る
と
、
足
踏
み
脱
穀
機
で
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早
崎
で
は
水
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
カ
ミ
（
上
）
の
田
ん
ぼ
か
ら
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（
下
）
の
田

ん
ぼ
へ
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を
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
が
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て
い
た
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排
水
の
川
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ら
水
車
を
使
っ
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水

を
入
れ
る
と
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も
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っ
た
。
圃
場
整
備
が
な
さ
れ
た
現
在
で
も
、
早
崎
に
は
用
水
は

来
て
お
ら
ず
、
排
水
の
川
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
入
れ
て
い
る
。

草
取
り
　
以
前
は
手
作
業
で
草
を
抜
い
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
は
除
草
剤
が
な
か
っ
た

た
め
、
稲
の
穂
が
出
る
ま
で
に
三
回
ほ
ど
草
取
り
を
し
て
い
た
と
い
う
。
稲
と
稲
の
間

だ
け
で
な
く
、
畦
の
草
取
り
も
お
こ
な
っ
た
。
畦
の
草
取
り
は
、
お
も
に
女
性
や
子
ど

も
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
最
初
の
草
取
り
を
一
番
草
、
次
を
二
番
草
と
い
い
、
最
後
の
三

番
草
で
ナ
デ
草
と
い
う
仕
上
げ
に
入
る
。
ま
た
稲
に
成
長
し
た
と
き
、
一
緒
に
生
え
て

く
る
稗
を
取
る
ヒ
エ
取
り
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
稗
は
稲
よ
り
も
成
長
が
早
い
た
め
、

こ
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

溝
切
り
　
稲
刈
り
に
入
る
前
に
溝
切
り
を
お
こ
な
っ
た
。
ホ
リ
を
使
用
し
て
、
田
ん
ぼ
に
溝
を
作
り
、
水
を
水
路
の
方
に
抜
い
て
い
く

作
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
稲
刈
の
際
に
水
田
の
地
面
が
泥
の
ま
ま
で
あ
る
と
作
業
を
お
こ
な
う
に
く
い
た
め
、
土
を
乾
か
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。

稲
刈
り
　
一
〇
月
〜
一
一
月
に
稲
刈
り
を
し
た
。
今
は
八
月
〜
九
月
に
稲
刈
り
を
す
る
。
稲
刈
り
の
際
に
も
ユ
イ
に
よ
っ
て
助
け
合
っ

た
。
使
う
道
具
は
ノ
コ
ギ
リ
ガ
マ
で
あ
っ
た
。
稲
を
刈
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
束
に
し
た
。
風
通
し
が
よ
く
天
気
の
い
い
と
き
に
、
刈
り

取
っ
た
稲
穂
を
稲
架
に
掛
け
て
、
一
〜
二
週
間
乾
燥
さ
せ
る
。
稲
架
は
、
刈
り
上
げ
た
稲
を
乾
燥
さ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
構
造
は
、
約
二
m
間
隔
で
杭
を
打
っ
て
、
竹
で
棚
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
竹
に
、
刈
っ
て
二
株
の
束
に
分
け
た
稲
を
掛
け

る
。
田
の
数
に
よ
っ
て
は
、
稲
架
の
段
を
三
段
に
し
た
り
、
五
段
し
た
り
す
る
家
も
あ
っ
た
。
乾
燥
が
終
わ
る
と
、
足
踏
み
脱
穀
機
で
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脱
穀
し
、
唐
箕
で
分
け
、
籾
摺
り
お
よ
び
米
つ
き
に
よ
っ
て
精
米
し
た
。
籾
摺
り
に
は
各
家
に
臼
す
り
の
世
話
役
が
回
っ
た
。
田
ん
ぼ

の
量
に
よ
っ
て
作
業
を
終
え
る
の
に
長
時
間
か
か
る
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
白
米
に
す
る
米
つ
き
の
と
き
も
同
じ
く
各
家
を
世
話
人
が

回
っ
て
作
業
し
て
い
た
。
足
踏
み
脱
穀
機
は
ペ
ダ
ル
の
ク
ラ
ン
ク
機
構
で
金
具
付
き
の
ド
ラ
ム
を
回
転
さ
せ
、
そ
れ
に
稲
束
を
当
て

て
、
稲
穂
か
ら
籾
を
取
る
道
具
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
玄
米
を
俵
か
カ
マ
ス
に
入
れ
て
蔵
に
保
管
し
て
い
た
。
な
か
に
は
、
五
俵
く
ら

い
の
大
き
い
ブ
リ
キ
缶
に
入
れ
る
人
も
い
た
。
カ
マ
ス
と
は
藁
や
筵
を
二
つ
折
り
に
し
て
左
右
の
両
端
を
藁
縄
で
縫
い
綴
じ
た
袋
状
の

容
器
で
あ
っ
た
。
脱
穀
や
籾
摺
り
な
ど
の
と
き
は
、
家
の
畳
を
あ
げ
て
、
住
宅
を
作
業
場
と
し
て
い
た
家
も
あ
っ
た
。

藁
仕
事
　
こ
の
作
業
は
、
お
も
に
冬
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
稲
の
藁
を
使
っ
て
の
作
業

で
、
手
の
早
い
人
で
正
月
ま
で
に
は
で
き
る
と
い
う
。
俵
編
み
機
を
使
っ
て
俵
を

作
っ
た
り
、
俵
を
く
く
る
縄
や
、
今
の
雨
合
羽
に
近
い
蓑
や
、
草
履
や
冬
に
使
う
長

い
草
履
で
あ
る
フ
カ
グ
ツ
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
た
。

牛
　
か
つ
て
は
牛
を
飼
っ
て
い
て
、
牛
で
田
ん
ぼ
を
耕
し
た
。

肥
料
　
昔
の
肥
料
は
、
ニ
シ
ン
・
油
粕
・
大
豆
粕
が
あ
っ
た
。
ニ
シ
ン
は
、
カ
ビ
が

生
え
て
い
る
な
ど
で
食
用
に
な
ら
な
い
物
を
使
っ
て
い
た
。
ニ
シ
ン
を
三
cm
ぐ
ら
い

に
切
っ
て
、
田
に
三
〇
〜
四
〇
cm
ぐ
ら
い
に
一
つ
の
割
合
で
埋
め
て
い
た
。
し
か
し

こ
れ
は
高
級
で
あ
っ
た
た
め
、
一
部
の
田
ん
ぼ
に
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
中

期
ま
で
は
化
学
肥
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
油
粕
や
大
豆
粕
等
を
使
っ
て
い
た
。
ま
た
、

養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
蚕
の
糞
や
食
べ
残
し
た
桑
の
葉
も
肥
料
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
。
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２
　
畑
作

畑
地
　
畑
は
ソ
ト
バ
タ
ケ
（
外
畑
）
と
ヤ
シ
キ
バ
タ
ケ
（
屋
敷
畑
）
が
あ
る
。
ソ
ト
バ
タ
ケ
は
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
ま
で
は
お

も
に
桑
畑
が
中
心
で
あ
っ
た
。
広
さ
は
大
き
い
人
で
二
反
ほ
ど
あ
っ
た
。
畑
は
一
m
五
〇
cm
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
水

が
出
る
と
、
畑
は
島
み
た
い
に
な
っ
た
。
ヤ
シ
キ
バ
タ
ケ
は
家
の
近
く
に
立
地
し
て
お
り
、
野
菜
を
中
心
に
作
っ
て
い
る
。
な
か
に

は
、
ヤ
シ
キ
バ
タ
ケ
が
な
い
た
め
に
、
ソ
ト
バ
タ
ケ
に
野
菜
を
育
て
る
人
も
い
る
。

野
菜
　
野
菜
の
種
類
は
、
ネ
ギ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
・
た
ま
ね
ぎ
な
ど
で
あ
っ

た
。
昔
は
、
レ
タ
ス
以
外
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
が
作
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
野
菜
は
市
場
で
売
買
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
お

も
に
自
家
用
と
し
て
作
ら
れ
た
。

豆
　
豆
の
種
類
は
、
白
豆
と
小
豆
な
ど
が
あ
っ
た
。
約
九
〇
%
が
白
豆
で
、
残
り
一
〇
%
が
小
豆
で
あ
っ
た
。
小
豆
は
畑
で
作
っ
た

が
、
白
豆
は
畑
で
は
な
く
田
ん
ぼ
の
畦
な
ど
で
作
っ
た
。
こ
れ
を
ア
ゼ
マ
メ
と
呼
ん
で
い
た
。
昭
和
後
期
ご
ろ
か
ら
ア
ゼ
マ
メ
は
な
く

な
っ
た
。

茶
　
少
数
で
は
あ
る
が
、
お
茶
も
作
っ
て
い
た
。
茶
は
畑
の
隅
で
作
っ
て
い
た
。

３
　
養
蚕

　
旧
び
わ
町
で
は
江
戸
中
期
以
降
に
養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
『
滋
賀
県
物
産
誌
』
に
は
早
崎
で

は
養
蚕
が
副
業
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
早
崎
の
戸
数
九
〇
戸
の
う
ち
養
蚕
に
従
事
し
て
い
た
の
は
六
〇
戸
で
あ
っ
た
〔
滋
賀
県
市

町
村
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会 

　
一
九
六
二
〕。

　
聞
き
取
り
調
査
で
も
昭
和
中
期
ま
で
は
米
と
蚕
が
生
業
の
中
心
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
早
崎
で
は
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
ま
で
養
蚕
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
中
期
に
は
二
〇
数
軒
の
家
で
養
蚕
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
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養
蚕
に
は
蚕
の
餌
で
あ
る
桑
の
葉
が
大
量
に
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
早
崎
に
は
広
大
な
桑
畑
が
あ
っ
た
。
水
田
の
面
積
と
比
較

し
て
も
ほ
ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
養
蚕
を
盛
ん
に
お
こ
な
っ
て
い
る
家
で
は
、
一
年
に
初
春
・
春
・
夏
・
秋
・
晩
秋
の
五
回
ほ
ど
お
こ
な
っ
て
お
り
、
少
な
い
家
で
も

年
三
回
ほ
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
回
数
の
差
は
所
有
し
て
い
る
桑
畑
の
面
積
の
差
で
あ
り
、
裕
福
な
家
ほ
ど
蚕
の

餌
と
な
る
桑
の
畑
を
広
大
に
所
有
す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
回
数
養
蚕
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
養
蚕
を
お
こ
な
わ
な
い
と
き

に
、
つ
な
ぎ
と
し
て
農
業
を
や
っ
て
い
る
家
も
あ
っ
た
。
早
崎
で
は
昭
和
四
〇
年
代
中
ご
ろ
に
は
養
蚕
を
お
こ
な
っ
て
い
る
家
は
な
く

な
っ
た
。
養
蚕
は
か
な
り
の
重
労
働
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
養
蚕
を
お
こ
な
っ
て
い
た
家
で
は
、
養
蚕
を
や
め
た
後
、
米
を
作
る
農

家
や
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
た
。

養
蚕
暦
　
四
月
初
旬
、
ま
だ
寒
い
時
期
に
蚕
の
種
を
買
っ
て
き
た
。
公
民
館
で
共
同
飼
育
を
し
、
孵
化
さ
せ
た
。
養
蚕
を
お
こ
な
っ
て

い
た
二
〇
数
軒
が
三
つ
の
班
に
分
か
れ
て
世
話
を
し
た
。
公
民
館
で
は
一
〇
畳
の
部
屋
の
中
央
に
大
き
な
炉
が
掘
っ
て
あ
っ
た
。
蚕
は

寒
さ
に
弱
い
た
め
、
炭
火
で
温
度
を
上
げ
て
い
た
。
炉
の
周
囲
に
棚
を
作
り
、
ケ
ゴ
（
孵
化
し
た
蚕
の
こ
と
）
を
飼
育
し
た
。
こ
の
時

期
を
ハ
キ
ダ
テ
と
い
う
。
一
〇
日
ぐ
ら
い
共
同
飼
育
し
た
。
夜
は
交
代
で
泊
っ
て
世
話
を
し
た
。
ク
ワ
モ
リ
（
桑
守
）
は
共
同
の
桑
畑

に
桑
の
葉
を
摘
み
に
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
蚕
を
各
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
飼
育
し
た
。
作
業
場
の
あ
る
家
で
は
作
業
場
に
棚
を
組
み
立
て
て
飼
育
し
た
。
作
業
場
が
な

い
家
で
は
、
母
屋
の
座
敷
か
ら
台
所
ま
で
畳
を
上
げ
て
棚
を
設
置
し
た
。
棚
と
棚
の
間
に
寝
て
い
た
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
三
〇

年
代
に
な
る
と
、
作
業
場
の
な
い
家
は
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
を
購
入
し
て
飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
蚕
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
蚕
が
食
べ
る
桑
の
葉
も
大
量
に
必
要
に
な
り
、
ク
ワ
モ
リ
に
忙
し
か
っ
た
。
一
日
に
三
〜
四
回
、
桑
や

り
を
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
桑
の
葉
摘
み
に
忙
し
か
っ
た
。
濡
れ
た
桑
の
葉
は
蚕
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
雨
な
ど
で
桑
の
葉
が
濡

れ
た
と
き
に
は
、
扇
風
機
な
ど
を
使
っ
て
葉
を
乾
か
し
て
か
ら
餌
と
し
て
使
用
し
た
。
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毎
日
欠
か
さ
ず
シ
リ
カ
エ
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
業
も
蚕
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
回
数
が
増
え
た
。
シ
リ
カ
エ
と
は
蚕
の
糞
や

食
べ
か
す
を
取
り
除
く
作
業
で
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
蚕
に
桑
の
葉
を
や
る
前
に
網
を
か
ぶ
せ
、
網
の
上
に
桑
の
葉
を
適

量
に
撒
く
。
蚕
が
桑
の
葉
を
食
べ
る
た
め
に
、
網
の
目
を
通
っ
て
網
の
上
に
来
て
桑
の
葉
を
食
べ
る
。
網
の
下
に
は
糞
と
食
べ
か
す
が

残
る
。
網
を
別
の
蚕
籠
に
移
し
て
お
く
。
こ
の
シ
リ
カ
エ
は
二
人
で
お
こ
な
う
と
早
い
た
め
、
子
ど
も
も
手
伝
っ
た
。
糞
な
ど
は
畑
の

肥
料
に
し
た
。

　
五
月
の
下
旬
に
は
、
蚕
は
食
べ
る
量
が
減
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
蚕
の
体
の
中
は
透
き
通
っ
て
く
る
。
こ
の
時
期
の
蚕
を
ア
ガ

リ
コ
と
い
う
。
藁
で
山
型
に
編
ん
だ
蔟

ま
ぶ
し

に
蚕
を
移
し
、
そ
こ
で
繭
を
作
る
の
を
待
っ
た
。

　
そ
の
後
、
蔟
も
改
良
さ
れ
、
回
転
蔟
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
で
き
た
。
こ
れ
は
、
ボ
ー
ル
紙
で
二
尺
×
二
尺
五
寸
の
長
方
形
の
中
を
仕

切
り
、
蚕
が
中
に
入
っ
て
繭
を
作
る
も
の
で
あ
る
。
藁
で
作
っ
た
蔟
と
違
い
、
き
れ
い
な
繭
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
繭
を
出
荷
す
る
際
に
は
、
大
き
な
繭
籠
や
天
竺
木
綿
で
作
っ
た
大
き
な
袋
に
繭
を
入
れ
て
、
小
学
校
の
講
堂
に
持
っ
て
行
っ
た
。
生

糸
の
相
場
で
繭
の
価
格
が
決
ま
る
た
め
、
飼
育
を
始
め
た
春
に
は
単
価
が
高
く
て
も
、
出
荷
す
る
こ
ろ
に
は
単
価
が
下
が
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
早
崎
の
要
誓
寺
で
は
、
今
で
も
報
恩
講
の
最
後
に
虫
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
竹
生
島
で
も
蚕
の
虫
供
養
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。

４
　
漁
業

漁
師
　
漁
業
は
四
月
か
ら
七
月
の
約
三
か
月
お
こ
な
う
人
が
多
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
フ
ナ
な
ど
の
魚
が
産
卵
の
た
め
、
早
崎
の
内

湖
に
入
っ
て
き
た
。
そ
の
と
き
に
漁
を
し
た
。
耕
作
す
る
田
ん
ぼ
が
少
な
い
人
が
漁
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
田
ん
ぼ
が
一
町
も
二
町

も
あ
る
よ
う
な
大
百
姓
は
漁
業
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
二
〇
〜
三
〇
年
ご
ろ
に
は
、
漁
師
の
家
は
一
四
〜
一
五
軒
あ
っ
た
。
内
湖
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お
こ
な
う
人
が
多
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
フ
ナ
な
ど
の
魚
が
産
卵
の
た
め
、
早
崎
の
内

湖
に
入
っ
て
き
た
。
そ
の
と
き
に
漁
を
し
た
。
耕
作
す
る
田
ん
ぼ
が
少
な
い
人
が
漁
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
田
ん
ぼ
が
一
町
も
二
町

も
あ
る
よ
う
な
大
百
姓
は
漁
業
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
二
〇
〜
三
〇
年
ご
ろ
に
は
、
漁
師
の
家
は
一
四
〜
一
五
軒
あ
っ
た
。
内
湖
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で
捕
れ
た
魚
は
、
長
浜
市
内
の
問
屋
が
買
い
上
げ
た
。
内
湖
で
捕
れ
る
フ
ナ
は
フ
ナ
ズ
シ
に
は
適
し
て
い
な
い
が
、
戦
後
の
食
糧
難
の

時
代
に
は
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
と
し
て
関
西
圏
に
売
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
を
過
ぎ
る
と
、
若
い
人
は
会
社
に
勤
め
る
よ
う
に

な
り
、
漁
業
に
従
事
す
る
人
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
早
崎
内
湖
は
干
拓
さ
れ
て
内
湖
で
の
漁
業
は
消
滅
し
た
。

内
湖
の
魚
　
フ
ナ
（
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
・
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
）・
コ
イ
・
ナ
マ
ズ
・
ウ
ナ
ギ
・
ワ
タ
カ
な
ど
が
入
っ
て
き
た
。
ア
ユ
は
内
湖

に
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
早
崎
の
漁
師
は
、
お
も
に
内
湖
で
漁
を
し
た
が
、
水
田
で
魚
を
捕
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

モ
ン
ド
リ
漁
（
フ
ナ
漁
）　
早
崎
内
湖
で
は
四
月
中
旬
か
ら
漁
期
を
迎
え
た
。
そ
れ
ま
で
に
自
分
の
漁
場
と
し
て
竹
で
枠
を
組
み
、
円

筒
形
の
網
籠
で
あ
る
モ
ン
ド
リ
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
棚
と
い
う
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
モ
ン
ド
リ
を
五
〇
個
以
上
、
二

列
に
並
べ
た
。
フ
ナ
な
ど
が
産
卵
に
来
る
よ
う
に
、
モ
ン
ド
リ
の
上
に
は
マ
コ
モ
の
根
を
か
ぶ
せ
た
。
の
ち
に
は
ク
ロ
モ
、
バ
イ
カ
モ

な
ど
も
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
魚
に
産
卵
さ
せ
て
か
ら
魚
を
捕
っ
た
。
こ
う
し
た
棚
は
何
か
所
も
作
っ
た
。
モ
ン
ド
リ
は
多
い
人
で

一
〇
〇
〇
個
、
少
な
く
て
も
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
個
ぐ
ら
い
は
使
用
し
て
い
た
。
内
湖
に
は
き
れ
い
な
幾
何
学
模
様
が
で
き
て
い
た
。
モ

ン
ド
リ
に
入
る
の
は
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
が
お
も
だ
っ
た
。
コ
イ
も
と
き
ど
き
入
っ
て
い
た
。
自
家
用
の
た
め
に
、
ヨ
シ
原
に
い
く
つ
か

の
モ
ン
ド
リ
を
設
置
し
て
い
る
人
も
い
た
。

　
昭
和
二
〇
年
代
の
漁
師
は
、
冬
場
に
モ
ン
ド
リ
の
網
を
編
み
、
モ
ン
ド
リ
に
使
う
竹
ひ
ご
作
り
を
お
こ
な
っ
た
。
モ
ン
ド
リ
を
編
む

糸
は
太
め
の
木
綿
糸
（
モ
ン
ド
リ
糸
）
で
、
柿
渋
に
つ
け
て
丈
夫
に
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
斗
缶
で
買
っ
て
き
た
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
鍋
に
移
し
て
火
に
か
け
、
仕
上
が
っ
た
モ
ン
ド
リ
を
入
れ
て
煮
た
。
杭
を
立
て
て
竹
を

横
桟
に
五
段
ぐ
ら
い
に
組
ん
だ
も
の
に
、
黒
く
染
ま
っ
た
モ
ン
ド
リ
を
掛
け
て
乾
燥
さ
せ
た
。

エ
リ
漁
　
内
湖
に
は
割
竹
の
簾
を
利
用
し
た
エ
リ
も
あ
っ
た
。
魚
は
障
害
物
に
ぶ
つ
か
る
と
、
そ
れ
に
沿
っ
て
進
む
と
い
う
習
性
を
利

用
し
た
、
琵
琶
湖
特
有
の
漁
法
で
あ
る
。
ア
ラ
メ
と
い
う
エ
リ
に
は
フ
ナ
を
は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
魚
が
入
っ
た
。
簾
の
目
の
狭

い
ホ
ソ
メ
と
い
う
エ
リ
も
あ
っ
た
。
ホ
ソ
メ
で
は
モ
ロ
コ
・
ボ
テ
ジ
ャ
コ
な
ど
を
捕
っ
た
。
魚
が
集
ま
っ
て
取
り
出
す
と
こ
ろ
を
ツ
ボ
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と
呼
ぶ
。

魚
の
大
漁
　
梅
雨
ど
き
の
大
雨
の
と
き
に
は
、
モ
ン
ド
リ
に
も
エ
リ
に
も
大
量
に
魚
が
入
っ
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
魚
捕
り
を
し
た
。
一

度
に
五
〜
六
匹
入
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
、
そ
れ
も
何
回
も
入
っ
て
く
る
。
エ
リ
で
は
ツ
ボ
を
タ
モ
ア
ミ
で
す
く
い
捕
っ
て
も
、
次

か
ら
次
へ
と
入
っ
て
す
く
い
き
れ
な
い
。
船
の
中
は
魚
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
船
が
沈
み
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
モ
ン
ド
リ
も

エ
リ
も
、
魚
が
入
っ
た
ま
ま
で
お
い
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
大
漁
の
日
は
大
変
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
漁
は
一
年
に

一
・
二
回
は
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
は
、
早
崎
の
村
の
川
に
は
魚
が
あ
ふ
れ
て
村
中
が
生
臭
か
っ
た
。

ワ
タ
カ
漁
　
フ
ナ
漁
が
終
わ
る
時
期
に
な
る
と
、
内
湖
で
は
ワ
タ
カ
・
ナ
マ
ズ
・
ウ
ナ
ギ
の
漁
期
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、
モ
ン

ド
リ
の
棚
も
少
し
ず
つ
片
づ
け
た
。
ワ
タ
カ
は
あ
ま
り
売
れ
な
い
の
で
、
漁
師
の
家
で
フ
ナ
ズ
シ
に
し
た
り
、
煮
て
食
べ
た
。
昭
和

二
〇
年
代
、
メ
ス
の
ワ
タ
カ
は
腹
い
っ
ぱ
い
に
子
を
は
ら
ん
だ
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ワ
タ
カ
を
フ
ナ
ワ
タ
カ
と
呼
ん
で

い
た
。

ナ
マ
ズ
漁
　
ナ
マ
ズ
は
モ
ン
ド
リ
に
も
入
る
が
、
仕
掛
け
で
釣
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
糸
と
針
を
付
け
た
竹
竿
を
用
意
し
、
釣
り
針
に
は

ボ
テ
ジ
ャ
コ
（
タ
ナ
ゴ
）
を
付
け
た
。
こ
う
し
た
竹
竿
を
何
本
も
設
置
し
て
、
ボ
テ
ジ
ャ
コ
を
泳
が
せ
た
。
翌
朝
仕
掛
け
を
見
に
行
っ

て
か
か
っ
て
い
る
ナ
マ
ズ
を
捕
っ
た
。

ウ
ナ
ギ
漁
　
ウ
ナ
ギ
は
、
竹
の
筒
を
仕
掛
け
て
お
い
て
捕
っ
た
。
竹
を
約
四
尺
に
切
っ
て
節
を
抜
い
た
も
の
を
三
本
束
ね
て
く
く
っ
た

も
の
を
、
竹
竿
に
ひ
も
で
く
く
り
、
水
中
に
入
れ
て
置
く
。
こ
れ
を
等
間
隔
で
何
本
も
水
中
に
設
置
し
た
。
設
置
し
て
か
ら
何
日
か
し

て
か
ら
見
に
行
き
、
竹
筒
に
入
っ
た
ウ
ナ
ギ
を
捕
っ
た
。
捕
る
と
き
に
は
、
筒
の
一
方
に
タ
モ
ア
ミ
を
当
て
、
タ
モ
ア
ミ
の
方
を
下
に

し
て
筒
を
斜
め
に
上
げ
る
。
先
に
上
が
る
方
は
明
る
く
な
る
た
め
、
ウ
ナ
ギ
は
タ
モ
ア
ミ
の
あ
る
暗
い
方
へ
と
移
動
す
る
。

ド
ロ
ガ
イ
漁
　
夏
休
み
に
な
る
こ
ろ
に
は
漁
期
は
一
段
落
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
漁
師
の
船
を
持
ち
出
し
、
自
分
の
身
長
ぐ
ら
い

の
深
さ
の
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
出
し
、
船
を
つ
か
み
な
が
ら
足
で
湖
底
を
探
り
、
両
足
に
ド
ロ
ガ
イ
を
つ
か
ん
で
採
っ
た
。
漁
師
が
船
を
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呼
ぶ
。
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湖
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使
わ
な
い
時
期
で
あ
っ
た
が
、
見
つ
か
る
と
怒
ら
れ
た
。
夏
に
は
大
人
た
ち
も
足
で
挟
ん
で
二
〇
㎝
以
上
も
あ
る
ド
ロ
ガ
イ
を
採
っ
て

い
た
。
早
崎
の
人
だ
け
で
な
く
、
他
所
の
人
も
来
て
い
た
。
採
っ
た
ド
ロ
ガ
イ
は
家
の
水
場
で
泥
を
吐
か
せ
た
。
冬
の
ド
ロ
ガ
イ
は
、

水
が
澄
ん
で
い
る
の
で
、
貝
の
口
か
ら
泥
が
出
て
い
る
の
で
分
か
る
。
ヨ
シ
な
ど
を
削
り
、
貝
の
口
に
入
れ
る
と
挟
む
た
め
、
こ
れ
を

持
ち
上
げ
て
採
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
で
あ
っ
た
。

シ
ジ
ミ
漁
　
湖
岸
で
ジ
ョ
ウ
レ
ン
を
使
っ
て
採
っ
て
い
る
人
も
い
た
。
多
く
は
家
庭
用
で
あ
っ
た
。
早
崎
で
は
二
軒
の
漁
師
の
家
で
、

動
力
船
で
琵
琶
湖
の
沖
に
出
て
、
大
き
な
ジ
ョ
ウ
レ
ン
を
使
っ
て
採
っ
て
い
た
。
冬
場
の
漁
で
あ
っ
た
。
石
な
ど
と
選
り
分
け
て
大
き

な
鍋
で
湯
が
い
て
、
回
転
す
る
ア
ミ
カ
ゴ
で
貝
殻
と
身
に
選
別
し
て
い
た
。
ム
キ
ミ
と
し
て
販
売
し
て
い
た
。

　
サ
キ
（
西
風
）
が
吹
い
て
琵
琶
湖
が
荒
れ
る
日
が
続
く
と
、
湖
岸
に
シ
ジ
ミ
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
。
長
靴
を
履
き
、
バ
ケ
ツ
を
持
っ

て
、
シ
ジ
ミ
拾
い
に
出
か
け
る
。
二
人
で
行
く
と
す
ぐ
に
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
自
家
用
と
し
て
十
分
で
あ
り
、
隣
に
も
お
す

そ
分
け
が
で
き
た
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
七
月
か
ら
雨
が
降
ら
ず
、
琵
琶
湖
の
異
常
渇
水
が
起
き
た
。
九
月
一
五
日
に
は
マ

イ
ナ
ス
一
二
三
㎝
と
な
り
、
一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
沖
ま
で
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
シ
ジ
ミ
・
ド
ロ
ガ
イ
な
ど
を
拾
う
こ
と

が
で
き
た
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
貝
採
り
に
来
て
い
た
。

水
田
の
漁
　
田
ん
ぼ
の
入
り
口
で
ウ
ケ
を
使
っ
て
魚
を
捕
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
水
田
で
は
タ
ニ
シ
・
カ
ニ
・
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
も
捕
れ

た
。
タ
ニ
シ
は
湯
が
い
て
身
を
し
て
（
中
身
を
出
し
て
）、
佃
煮
に
し
た
。
大
雨
が
降
る
と
、
田
ん
ぼ
ま
で
ナ
マ
ズ
が
上
が
っ
て
き
た
。

農
作
業
を
し
な
い
で
ナ
マ
ズ
を
捕
っ
て
い
る
人
も
い
た
。
五
月
ご
ろ
に
は
、
水
田
に
ナ
マ
ズ
、
ガ
ン
チ
ョ
ウ
（
フ
ナ
の
一
種
）
な
ど
の

魚
も
上
が
っ
て
き
た
。

５
　
狩
猟

　
琵
琶
湖
で
カ
モ
な
ど
の
鳥
類
を
捕
っ
た
。
カ
タ
と
呼
ば
れ
る
木
型
の
鳥
を
琵
琶
湖
に
浮
か
べ
、
そ
れ
を
お
と
り
に
し
て
鳥
を
お
び
き
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寄
せ
て
銃
で
撃
っ
た
。
カ
タ
と
は
、
カ
モ
の
形
を
し
た
キ
リ
の
木
で
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
自
分
で
作
っ
た
。
丸
太
を
輪
に
切
っ
て

焼
き
、
首
を
ぽ
ん
と
す
え
て
、
竹
の
端
っ
こ
で
口
を
つ
け
た
。
浮
か
べ
方
に
も
技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
。
鳥
が
遊
ん
で
い
る
よ
う
な
形

で
浮
か
べ
る
と
鳥
は
寄
っ
て
き
や
す
い
。
ヨ
シ
原
に
隠
れ
て
撃
っ
た
。
お
も
に
内
湖
で
撃
っ
た
。
船
で
行
っ
た
。
風
が
な
く
天
気
が
よ

い
と
き
に
は
外
湖
で
も
猟
を
し
た
。
時
間
帯
は
、
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
で
あ
っ
た
。
最
も
多
く
捕
っ
た
と
き
は
、
昭
和
後
期
ご

ろ
一
日
に
一
五
三
羽
を
捕
獲
し
た
。
カ
モ
は
耳
が
よ
く
、
物
音
が
聞
こ
え
る
と
す
ぐ
に
逃
げ
て
し
ま
う
。
と
く
に
金
属
音
に
敏
感
。
カ

モ
は
穀
類
や
水
草
の
根
な
ど
を
餌
に
し
て
い
る
。

　
捕
獲
す
る
カ
モ
は
ホ
ン
ガ
モ
・
ジ
ガ
モ
・
ハ
ジ
ロ
ガ
モ
・
ダ
イ
ガ
シ
ラ
な
ど
で
あ
っ
た
。
捕
っ
た
カ
モ
は
す
き
焼
き
に
し
て
食
べ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
ホ
ン
ガ
モ
が
一
番
お
い
し
い
と
い
う
。
ク
イ
ナ
の
仲
間
の
バ
ン
も
お
い
し
い
。
ジ
ガ
モ
は
す
き
焼
き
の
色
が
き
れ

い
に
な
る
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
捕
ら
な
か
っ
た
。

　
戦
後
、
進
駐
軍
が
来
た
と
き
は
、
琵
琶
湖
で
撃
っ
て
い
た
。
も
の
す
ご
い
撃
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
岐
阜
の
ほ
う
か
ら
、
泊
ま
り
が

け
で
鳥
を
撃
ち
に
来
る
お
客
が
い
た
。
そ
の
人
た
ち
を
案
内
し
た
。

６
　
ヨ
シ

ヨ
シ
原
　
内
湖
と
集
落
の
間
に
ヨ
シ
原
が
あ
っ
た
。
内
湖
の
ぐ
る
り
（
周
囲
）
は
全
部
ヨ
シ
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
原
の
広
さ
は
こ
の
あ
た

り
で
は
広
い
ほ
う
で
あ
っ
た
。
早
崎
で
は
ヨ
シ
屋
根
を
す
る
の
に
必
要
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
原
は
個
人
で
持
っ
て
い
た
。
な
い
家
は
残
っ

た
ミ
ズ
ヨ
シ
を
刈
っ
て
風
呂
に
焚
い
た
り
し
て
い
た
。
ヨ
シ
原
は
田
の
間
口
に
沿
っ
て
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
県

の
ヨ
シ
原
も
あ
っ
た
。
県
の
ヨ
シ
原
は
入
札
で
落
と
し
て
刈
っ
た
。
ヨ
シ
原
は
昭
和
三
〇
年
ぐ
ら
い
か
ら
田
ん
ぼ
に
し
た
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
以
前
は
田
ん
ぼ
に
ヨ
シ
を
植
え
て
い
る
人
も
い
た
。
ヨ
シ
の
ほ
う
が
値
が
よ
か
っ
た
。
安
養
寺
な

ど
は
自
分
の
と
こ
ろ
の
ヨ
シ
を
刈
っ
て
き
て
使
う
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
早
崎
は
ヨ
シ
原
が
広
か
っ
た
た
め
、
余
呉
な
ど
へ
ヨ
シ
を
売
っ
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。
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っ
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湖
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植
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。
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た
。
余
呉
の
ほ
う
は
茅
葺
き
屋
根
が
多
か
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
に
内
湖
を
干
拓
し
て
ヨ
シ
原
を
つ
ぶ
し
た
が
、
ヨ
シ
に
対
す
る
保
証

は
な
か
っ
た
。

ヨ
シ
の
種
類
　
早
崎
の
ヨ
シ
は
リ
ク
ヨ
シ
。
増
水
す
る
と
水
に
つ
か
る
。
沖
に
あ
る
の
は
ミ
ズ
ヨ
シ
（
ナ
ギ
サ
ヨ
シ
）。
ナ
ギ
サ
ヨ
シ

は
曲
が
っ
て
お
り
、
細
く
て
堅
い
。
ヨ
シ
屋
根
に
使
用
す
る
ヨ
シ
は
ほ
と
ん
ど
が
リ
ク
ヨ
シ
で
あ
る
が
、
屋
根
の
ム
ネ
の
部
分
は
、
細

く
て
強
い
ミ
ズ
ヨ
シ
を
使
っ
て
い
た
。
琵
琶
湖
に
あ
る
ミ
ズ
ヨ
シ
と
内
湖
に
あ
る
ミ
ズ
ヨ
シ
と
は
違
う
。
風
が
強
い
た
め
に
、
外
に
あ

る
ヨ
シ
の
ほ
う
が
細
く
て
堅
い
。
ま
た
、
南
部
の
ヨ
シ
も
種
類
が
違
う
。
風
当
た
り
が
少
な
い
の
で
、
ま
っ
す
ぐ
で
細
い
。
こ
れ
は
ヨ

シ
ズ
な
ど
に
使
う
。
早
崎
の
ヨ
シ
は
太
い
の
で
、
ヨ
シ
屋
根
に
し
か
使
え
な
い
。
な
お
、
ヨ
シ
の
色
に
も
違
い
は
み
ら
れ
た
。
赤
ア
メ

色
の
ヨ
シ
は
背
が
高
く
、
白
い
ヨ
シ
は
柔
ら
か
い
。

入
札
　
早
崎
で
は
ヨ
シ
の
収
入
が
大
き
か
っ
た
。
米
よ
り
ヨ
シ
の
ほ
う
が
生
産
よ
か
っ
た
と
き
が
あ
る
。
ヨ
シ
屋
根
の
材
料
と
し
て
需

要
が
あ
っ
た
。
入
札
場
所
は
年
に
よ
っ
て
違
う
が
、
一
〇
〜
一
三
か
所
あ
っ
た
。
入
札
に
か
け
る
ヨ
シ
場
は
県
に
代
金
を
支
払
っ
て
借

り
て
い
た
。
そ
の
金
額
は
、
昭
和
三
〇
年
は
五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
七
年
に
は
一
万
円
に
な
っ
た
。

　
ヨ
シ
の
入
札
は
公
民
館
で
お
こ
な
っ
た
。
毎
年
一
一
月
三
日
が
休
み
な
の
で
、
二
日
の
晩
に
入
札
し
た
。
六
〇
軒
ぐ
ら
い
が
集
ま
っ

た
。
事
前
に
区
画
ご
と
に
ヨ
シ
の
検
査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
検
査
は
、
販
売
能
力
に
長
け
た
人
が
担
い
、
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
た
と

き
で
も
、
ヨ
シ
の
検
査
を
実
施
し
、
入
札
を
お
こ
な
っ
た
。
入
札
は
午
後
八
時
ご
ろ
か
ら
区
長
が
司
会
と
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
公

民
館
で
す
き
焼
き
を
し
、
酒
を
飲
ん
で
、
祭
り
の
よ
う
に
騒
い
だ
。
翌
朝
四
〜
五
時
ぐ
ら
い
ま
で
続
い
た
。
入
札
者
同
士
で
酒
を
飲
ま

せ
合
う
こ
と
で
、
相
手
を
酔
わ
せ
ヨ
シ
の
値
段
を
釣
り
上
げ
た
り
し
た
。
入
札
金
は
個
人
が
支
払
っ
た
。
入
札
時
に
は
景
品
も
当
た
っ

た
。
一
番
の
人
は
何
も
当
た
ら
な
い
。
二
番
札
、
三
番
札
に
は
コ
ン
ロ
と
か
長
靴
と
か
の
景
品
が
当
た
っ
た
。
景
品
ほ
し
さ
に
入
札
す

る
人
も
い
た
。
落
と
し
た
く
な
い
が
、
打
ち
合
わ
せ
し
て
お
い
て
も
、
落
と
し
て
し
ま
う
人
も
い
た
。
落
と
し
た
ら
返
す
の
は
ご
法
度

だ
が
、
返
す
人
も
い
た
。
ヨ
シ
の
金
が
入
る
の
で
豪
勢
に
な
る
。
入
札
の
と
き
に
は
、
一
晩
で
一
〇
万
ほ
ど
飲
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
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入
札
の
売
上
金
は
、
昭
和
三
〇
年
に
は
一
二
〇
万
円
、
昭
和
三
七
年
に
は
百
九
万
円
あ
っ
た
。
こ
の
収
入
は
区
の
収
入
に
し
て
い

た
。
宮
や
寺
の
費
用
に
あ
て
た
が
、
そ
れ
で
も
金
が
余
っ
た
。
早
崎
の
家
を
一
九
等
級
に
分
け
て
、
等
級
ご
と
に
金
を
分
配
し
た
。
一

等
級
の
家
は
五
〇
〇
円
、
一
九
等
級
の
家
は
三
二
〇
〇
円
ぐ
ら
い
。
昭
和
四
〇
年
代
に
は
、
家
が
新
築
さ
れ
て
ヨ
シ
屋
根
が
な
く
な
っ

て
い
き
、
ヨ
シ
は
売
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
売
り
上
げ
は
一
〇
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
〇
年
ま
で
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い

た
。

ヨ
シ
刈
り
　
入
札
が
終
わ
っ
て
、
一
一
月
後
半
か
ら
ヨ
シ
刈
り
を
し
た
。
近
江
八
幡
市
の
西
の
湖
な
ど
で
は
一
月
、
二
月
に
刈
る
。
早

崎
で
は
雪
が
降
る
た
め
、
雪
が
降
る
ま
で
に
ヨ
シ
を
刈
っ
た
。
雪
で
ヨ
シ
が
折
れ
て
商
品
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
シ
は
き
れ
い
に
刈
っ
て
し
ま
う
。
ヨ
シ
刈
り
は
危
険
で
重
労
働
の
た
め
男
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
の
切
り
口
が
鋭
利
な
の
で
子
ど

も
は
入
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ヨ
シ
の
切
り
口
は
鋭
利
で
危
険
な
た
め
、
地
下
足
袋
の
上
か
ら
ナ
ン
バ
下
駄
を
履
い
て
ヨ
シ
を

刈
っ
た
。
ナ
ン
バ
と
は
二
五
×
三
〇
㎝
の
板
の
両
側
に
桟
を
打
ち
付
け
て
補
強
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
刈
り
取
っ
た
後
、
残
っ
た
ヨ
シ

は
ヨ
シ
原
を
持
っ
て
い
な
い
人
達
が
刈
り
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
刈
っ
た
ヨ
シ
は
三
〇
㎝
ほ
ど
に
束
ね
、
一
か
所
に
集
め
て
立
て
か
け
、
二
〜
三
か
月
乾
燥
さ
せ
た
。
何
十
束
も
た
て
か
け
た
ヨ
シ
山

の
こ
と
を
ツ
ボ
ネ
（
ツ
ボ
）
と
い
う
。
ツ
ボ
ネ
は
ヨ
シ
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
水
の
つ
か
な
い
所
に
山
ほ
ど
置
か
れ
た
。
三
月
か
ら
ヨ

シ
ス
グ
リ
が
始
ま
る
。
乾
燥
さ
せ
て
お
い
た
ヨ
シ
の
束
を
、
杭
と
竹
で
作
っ
た
桟
に
二
〇
束
ほ
ど
横
に
寝
か
せ
て
そ
ろ
え
る
。
長
い
ヨ

シ
か
ら
引
き
抜
い
て
そ
ろ
え
、
販
売
基
準
の
束
に
し
た
。
選
別
し
て
販
売
し
な
い
ヨ
シ
は
、
風
呂
や
煮
炊
き
に
使
っ
た
。
ヨ
シ
ス
グ
リ

が
終
わ
る
と
ヨ
シ
原
焼
き
を
し
た
。
三
月
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
刈
り
の
際
に
ヨ
シ
と
と
も
に
草
な
ど
も
刈
っ
て
い
る
の
で
、
ス
グ
リ
カ
ス

を
焼
い
た
。
こ
れ
は
来
年
の
ヨ
シ
の
発
芽
の
促
進
に
な
っ
た
。
こ
の
作
業
が
終
わ
る
と
、
田
ん
ぼ
の
作
業
や
漁
業
の
準
備
、
養
蚕
が
忙

し
く
な
っ
て
き
た
。
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の
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に
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収
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た
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れ
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金
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た
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崎
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一
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等
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は
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に
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な
か
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た
が
、
昭
和
五
〇
年
ま
で
細
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と
続
け
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て
い

た
。

ヨ
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り
　
入
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が
終
わ
っ
て
、
一
一
月
後
半
か
ら
ヨ
シ
刈
り
を
し
た
。
近
江
八
幡
市
の
西
の
湖
な
ど
で
は
一
月
、
二
月
に
刈
る
。
早
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で
は
雪
が
降
る
た
め
、
雪
が
降
る
ま
で
に
ヨ
シ
を
刈
っ
た
。
雪
で
ヨ
シ
が
折
れ
て
商
品
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
シ
は
き
れ
い
に
刈
っ
て
し
ま
う
。
ヨ
シ
刈
り
は
危
険
で
重
労
働
の
た
め
男
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
の
切
り
口
が
鋭
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な
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で
子
ど

も
は
入
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て
も
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な
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。
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り
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を

刈
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。
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た
。
刈
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、
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ヨ
シ

は
ヨ
シ
原
を
持
っ
て
い
な
い
人
達
が
刈
り
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
刈
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た
ヨ
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三
〇
㎝
ほ
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ね
、
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か
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て
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て
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け
、
二
〜
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燥
さ
せ
た
。
何
十
束
も
た
て
か
け
た
ヨ
シ
山

の
こ
と
を
ツ
ボ
ネ
（
ツ
ボ
）
と
い
う
。
ツ
ボ
ネ
は
ヨ
シ
を
乾
燥
さ
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た
め
、
水
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か
な
い
所
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山
ほ
ど
置
か
れ
た
。
三
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ヨ

シ
ス
グ
リ
が
始
ま
る
。
乾
燥
さ
せ
て
お
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た
ヨ
シ
の
束
を
、
杭
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竹
で
作
っ
た
桟
に
二
〇
束
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寝
か
せ
て
そ
ろ
え
る
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長
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ヨ

シ
か
ら
引
き
抜
い
て
そ
ろ
え
、
販
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の
束
に
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。
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し
て
販
売
し
な
い
ヨ
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は
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呂
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に
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グ
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が
終
わ
る
と
ヨ
シ
原
焼
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。
ヨ
シ
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の
際
に
ヨ
シ
と
と
も
に
草
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刈
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て
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で
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グ
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カ
ス

を
焼
い
た
。
こ
れ
は
来
年
の
ヨ
シ
の
発
芽
の
促
進
に
な
っ
た
。
こ
の
作
業
が
終
わ
る
と
、
田
ん
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の
作
業
や
漁
業
の
準
備
、
養
蚕
が
忙

し
く
な
っ
て
き
た
。
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四
　
食

１
　
食
事
の
回
数

　
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
普
段
の
食
事
は
朝
・
昼
・
晩
の
三
回
で
あ
っ
た
が
、
田
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
は
、
朝
・

昼
・
コ
ビ
ル
（
小
昼
）・
晩
の
四
回
で
あ
っ
た
。
コ
ビ
ル
は
三
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
朝
一
〇
時
ご
ろ
に
食
事
を
し
て
、
計
五
回

食
べ
る
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
繁
期
に
関
係
な
く
四
回
食
べ
る
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。
現
在
は
、
常
に
朝
昼
晩
の
三
回
と

な
っ
て
い
る
。

　
大
き
い
鍋
で
、
ご
飯
・
味
噌
汁
を
大
量
に
炊
い
た
。
ご
飯
は
一
日
分
い
っ
ぺ
ん
に
炊
い
た
。
田
ん
ぼ
の
時
期
も
そ
う
で
な
い
時
期

も
、
朝
に
一
日
分
の
ご
飯
二
升
か
三
升
炊
い
て
い
た
。
冬
場
な
ど
は
コ
タ
ツ
の
中
へ
お
ひ
つ
を
入
れ
て
お
い
た
り
し
た
。
お
ひ
つ
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
が
あ
っ
た
。

　
農
繁
期
に
は
、
家
の
中
で
は
な
く
、
縁
側
や
田
ん
ぼ
で
食
べ
た
。
自
家
製
の
梅
干
し
や
、
つ
く
だ
煮
（
昆
布
）
を
お
か
ず
に
し
、
ご

飯
を
さ
っ
と
食
べ
て
す
ぐ
に
田
ん
ぼ
へ
行
っ
た
。
最
後
に
残
っ
た
分
を
、
味
噌
汁
と
ご
飯
を
一
緒
に
炊
い
て
オ
ジ
ヤ
に
し
て
食
べ
た
こ

と
も
あ
る
。

２
　
日
常
食

四
季
の
食
　
正
月
か
ら
オ
コ
ナ
イ
に
か
け
て
は
餅
を
よ
く
食
べ
る
。
三
月
過
ぎ
か
ら
漁
が
始
ま
る
。
五
・
六
月
か
ら
野
菜
を
作
る
。
冬

に
は
野
菜
の
保
存
食
、
奈
良
漬
、
ぜ
い
た
く
煮
（
大
根
の
漬
物
を
煮
た
物
）、
フ
ナ
ズ
シ
な
ど
を
食
べ
る
。

保
存
食
　
味
噌
・
漬
物
・
フ
ナ
ズ
シ
な
ど
が
あ
っ
た
。

芋
類
　
大
根
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
は
、
糠
に
つ
け
て
お
き
、
一
月
や
春
に
出
し
て
食
べ
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
洗
っ
て
新

聞
紙
に
く
る
ん
で
、
も
み
が
ら
の
中
に
入
れ
る
。
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野
菜
　
夏
に
と
れ
た
ナ
ス
ビ
は
桶
に
い
れ
て
塩
漬
け
に
し
、
重
し
を
の
せ
て
一
年
〜
二
年
お
い
て
お
く
。
漬
け
て
お
い
た
ナ
ス
ビ
や
ぜ

い
た
く
煮
は
冬
に
食
べ
る
。

豆
類
　
大
豆
は
田
植
え
が
す
ん
だ
こ
ろ
、
水
田
の
畦
に
植
え
る
。
基
本
は
自
分
の
家
で
食
べ
る
分
の
み
で
あ
っ
た
。
稲
刈
り
が
す
ん
で

か
ら
収
穫
し
た
。
収
穫
し
た
豆
は
味
噌
に
す
る
。
も
し
く
は
三
〜
四
分
、
煎
る
要
領
で
汁
を
残
さ
な
い
よ
う
に
炊
き
、
食
べ
る
。
炒
っ

て
、
砂
糖
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
小
豆
は
お
め
で
た
い
と
き
に
食
べ
た
り
す
る
。
畦
で
作
っ
た
。
昔
は
金
時
豆

で
作
っ
た
餡あ

ん

を
餅
に
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
豆
を
収
穫
し
て
、
豆
腐
屋
に
持
っ
て
い
き
、
券
と
交
換
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
券
は
い

つ
で
も
豆
腐
と
交
換
で
き
た
。

餅
　
一
年
で
六
〇
〜
一
二
〇
kg
の
も
ち
米
を
つ
い
た
。
ノ
シ
モ
チ
な
ど
。
仕
事
に
一
区
切
り
が
つ
く
と
餅
を
つ
い
た
。
も
ち
米
は
う
る

米
と
き
ち
ん
と
分
け
て
お
か
な
い
と
、
混
ざ
っ
て
し
ま
う
。

　
ダ
ゴ
モ
チ
と
い
う
、
く
ず
米
の
粉
を
団
子
に
し
て
、
餅
米
に
載
せ
て
蒸
し
た
も
の
を
作
っ
た
。
く
ず
米
一
kg
に
対
し
て
、
餅
は
二
升

く
ら
い
の
割
合
で
つ
く
。
餅
米
を
洗
っ
て
蒸
し
、
そ
の
上
に
く
ず
米
の
粉
を
丸
め
た
も
の
を
載
せ
て
蒸
す
。
そ
れ
で
一
緒
に
つ
く
が
、

つ
き
に
く
い
。
出
来
上
が
っ
た
団
子
に
お
ろ
し
を
か
け
て
食
べ
た
り
し
た
。

　
カ
キ
モ
チ
も
作
っ
た
。
つ
い
た
餅
を
箱
形
に
し
て
お
き
、
一
〜
二
日
お
い
た
も
の
を
四
角
く
切
る
。
そ
れ
を
藁
の
ね
じ
っ
た
も
の
や

縄
な
ど
で
吊
る
し
、
半
月
ほ
ど
干
し
て
お
く
。
一
月
な
ど
の
寒
い
時
期
に
作
る
。

団
子
　
ニ
シ
ミ
ダ
ン
ゴ
は
冬
に
作
る
。
米
の
粉
を
練
っ
て
団
子
を
作
り
、
カ
ブ
ラ
の
葉
と
交
互
に
鍋
に
入
れ
て
煮
る
。
く
ず
米
や
成
長

し
て
い
な
い
青
い
米
、
割
れ
て
い
る
米
な
ど
を
ひ
い
て
作
っ
た
。
に
し
め
る
団
子
と
い
う
意
味
。
戦
後
ま
で
は
ど
の
家
で
も
食
べ
て
い

た
。
今
で
も
作
っ
て
い
る
家
も
あ
る
。
化
学
調
味
料
な
ど
の
だ
し
も
入
れ
て
た
く
。
冷
ま
し
て
、
も
う
一
度
炊
い
て
食
べ
る
の
が
お
い

し
い
。
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。
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３
　
発
酵
食
品

味
噌
　
一
月
か
ら
二
月
の
う
ち
に
作
る
。
名
古
屋
や
麦
の
味
噌
と
は
違
う
。
い
ま
は
薄
味
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
各
個
人
で
作
る
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
隣
何
軒
か
で
集
ま
っ
て
作
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
今
は
グ
ル
ー
プ
で
は
作
っ
て
な
い
。
一
〇
軒
ほ
ど
の
家
が
個
人
で

作
っ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
昔
は
、
味
噌
ツ
キ
が
終
わ
る
と
、
お
に
ぎ
り
を
よ
ば
れ
た
。

　
味
噌
の
お
も
な
材
料
は
豆
、
米
コ
ウ
ジ
、
塩
。
塩
は
米
こ
う
じ
一
升
に
つ
き
五
合
。
豆
と
米
こ
う
じ
は
等
量
。
豆
は
自
分
の
家
で
と

れ
た
も
の
を
使
う
。
豆
一
升
に
対
し
、
米
一
升
分
の
割
合
で
用
意
す
る
。
豆
は
あ
ら
か
じ
め
前
の
日
か
ら
水
に
つ
け
て
お
く
。
そ
の
豆

を
、
大
き
な
鍋
や
釜
で
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
炊
き
、
塩
を
く
わ
え
杵
と
臼
で
つ
く
。
現
在
は
ミ
ン
チ
（
隣
組
で
買
っ
た
機
械
）
で
く

だ
い
て
い
る
。
つ
ぶ
し
た
豆
に
、
米
コ
ウ
ジ
と
、
少
し
だ
け
炊
い
た
汁
を
餅
つ
き
機
な
ど
で
混
ぜ
、
桶
に
う
つ
し
て
半
年
お
い
て
お

く
。
モ
チ
米
を
混
ぜ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
味
噌
が
で
き
あ
が
る
。
八
月
の
土
用
の
こ
ろ
ま
で
お
い
て
お
い
て
食
べ
る
昔
は
豆

を
練
炭
で
炊
き
、
味
噌
桶
い
っ
ぱ
い
に
味
噌
を
作
っ
た
。
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
よ
う
な
大
き
い
桶
で
作
り
、
五
年
く
ら
い
寝
か

せ
た
り
し
た
。
豆
は
一
ト
ン
ほ
ど
炊
い
て
い
た
と
い
う
。

麹
　
日
本
酒
、
味
噌
、
醤
油
な
ど
の
醗
酵
食
品
を
つ
く
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
材
料
。
米
・
麦
・
豆
な
ど
を
蒸
し
、
こ
れ
に
麹
菌
を

繁
殖
さ
せ
た
も
の
。
昔
は
、
コ
ウ
ジ
も
自
分
の
家
で
作
っ
て
い
た
。
蒸
し
た
米
に
、
ウ
ノ
ハ
ナ
を
入
れ
、
コ
タ
ツ
の
中
へ
い
れ
て
お
く

と
米
こ
う
じ
が
で
き
る
。
豆
一
升
に
対
し
、
米
一
升
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
よ
そ
か
ら
調
達
し
た
り
、
業
者
に
頼
ん
だ
り
す
る
。

漬
け
物
　
糠
漬
け
の
こ
と
を
ド
ボ
漬
け
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
糠
床
を
寒
の
水
で
冬
の
間
に
作
っ
て
お
く
。
大
き
い
入
れ
物
二
つ
く

ら
い
に
入
れ
て
漬
け
る
。
水
に
つ
け
る
な
ど
し
て
、
塩
切
り
（
塩
を
落
と
す
）
し
て
冬
に
食
べ
る
。
高
菜
も
塩
を
多
め
に
入
れ
て
漬
け

物
に
し
、
塩
抜
き
（
一
晩
水
に
つ
け
る
）
し
て
炊
く
。

　
奈
良
漬
け
は
八
月
ご
ろ
に
漬
け
る
。
こ
れ
は
お
客
さ
ん
に
出
す
。
一
年
漬
け
、
さ
ら
に
漬
け
か
え
て
二
年
目
で
食
べ
る
。

　
柿
の
皮
を
干
し
て
お
き
、
甘
み
を
出
す
た
め
に
、
た
く
あ
ん
を
漬
け
る
と
き
に
一
緒
に
つ
け
た
り
も
し
た
。
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春
に
は
高
菜
、
夏
に
は
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
、
秋
〜
春
に
は
大
根
・
白
菜
を
漬
け
た
。
た
だ
し
、
昔
は
白
菜
は
な
か
っ
た
と
い
う
人
も

い
る
。

　
た
く
あ
ん
は
た
く
さ
ん
漬
け
る
の
で
、
あ
く
る
年
に
残
っ
た
も
の
を
炊
い
て
食
べ
る
。
こ
れ
を
ぜ
い
た
く
煮
と
い
う
。
ヒ
ネ
に
な
っ

た
（
古
く
な
っ
た
）
た
く
あ
ん
を
二
〜
三
日
、
水
に
つ
け
塩
ぬ
き
し
、
醤
油
・
ダ
シ
・
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
で
炊
い
て
食
べ
る
。
新
し
い

た
く
あ
ん
で
や
る
と
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
。
ナ
ス
で
作
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
夏
に
ナ
ス
を
塩
漬
け
し
、
正
月
前
に
洗
っ
て

米
ぬ
か
に
漬
け
替
え
、
そ
の
ナ
ス
を
炊
く
。
法
事
や
葬
式
に
出
す
家
と
出
さ
な
い
家
が
あ
る
。
平
成
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
よ
く
出
し
て

い
た
。

フ
ナ
ズ
シ
　
保
存
食
と
し
て
作
ら
れ
た
。
今
で
も
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
る
。
フ
ナ
ズ
シ
に
は
一
軒
一
軒
、
そ
の
家
庭
の
味
が
あ
る
。

た
だ
し
、
フ
ナ
は
い
ま
や
高
嶺
の
花
で
あ
る
と
い
う
。
土
用
に
漬
け
、
秋
〜
冬
に
食
べ
る
。
半
年
〜
一
年
漬
け
る
。
天
気
が
よ
く
な
い

と
、
家
で
作
っ
た
も
の
は
お
い
し
く
な
い
と
い
う
。

　
魚
の
調
達
方
法
と
し
て
は
、
自
分
で
捕
る
場
合
と
買
う
場
合
が
あ
っ
た
。
漁
師
を
や
っ
て
い
た
人
は
、
自
分
で
捕
っ
て
き
た
魚
を

使
っ
た
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
魚
は
買
っ
た
。
南
浜
な
ど
か
ら
買
っ
て
い
た
。
フ
ナ
ズ
シ
に
す
る
魚
は
、
フ
ナ
が
中
心
で
あ
っ
た
。
フ

ナ
の
場
合
は
、
子
持
ち
の
メ
ス
・
ヘ
リ
ガ
ラ
（
卵
を
産
ん
だ
後
の
メ
ス
）・
オ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
早
崎
で
捕
る
フ
ナ
は
産
卵
に
来
た

と
こ
ろ
を
捕
る
の
で
、
卵
の
な
い
の
を
捕
っ
て
い
る
。
フ
ナ
ず
し
用
の
魚
は
沖
の
ほ
う
で
捕
ら
な
い
と
お
い
し
く
な
い
。
三
・
四
月
に

は
子
持
ち
で
い
い
加
減
の
フ
ナ
が
あ
る
。
早
崎
に
は
子
を
垂
れ
て
し
ま
う
の
し
か
入
っ
て
こ
な
い
。
オ
ス
の
ほ
う
が
お
い
し
い
。
身
は

厚
い
し
、
脂
気
を
も
っ
て
る
が
、
商
品
価
値
が
な
い
。
ほ
ん
と
は
子
持
ち
で
な
い
ほ
う
が
お
い
し
い
。

　
す
で
に
塩
切
り
し
た
も
の
を
買
っ
て
く
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
他
、
ウ
グ
イ
も
使
っ
た
。
ウ
グ
イ
は
あ
ま
り
生
臭
く
な
い
。
メ
ス
を

好
む
が
、
オ
ス
の
と
き
も
あ
る
。
フ
ナ
と
違
い
、
四
五
日
ほ
ど
で
漬
か
る
。
骨
が
多
い
。
今
も
琵
琶
湖
で
と
れ
る
。
今
で
も
こ
の
辺
で

よ
く
漬
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ス
・
チ
ン
マ
な
ど
も
寿
司
に
し
た
。
チ
ン
マ
は
チ
ン
マ
ズ
シ
と
し
て
売
っ
て
い
る
。
南
浜
で
は
ア
ユ



 ― 357 ― 

滋賀県長浜市早崎町の民俗
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菜
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菜
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。
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。
南
浜
で
は
ア
ユ



 ― 358 ― 

ズ
シ
と
い
う
の
が
あ
る
。
フ
ナ
ズ
シ
と
お
な
じ
漬
け
方
で
、
半
月
く
ら
い
で
漬
か
る
。

　
フ
ナ
ズ
シ
に
す
る
魚
の
量
は
家
々
に
よ
っ
て
異
な
る
。
一
〇
kg
ほ
ど
漬
け
る
家
や
、
三
〜
四
kg
の
家
も
あ
る
。
フ
ナ
ズ
シ
の
作
り
方

は
、
ま
ず
ウ
ロ
コ
を
取
り
、
エ
ラ
か
ら
内
臓
、
浮
き
袋
を
取
り
出
す
。
ヒ
レ
も
切
り
取
る
。
三
〜
六
月
く
ら
い
の
間
に
、
約
一
か
月
間

塩
漬
け
す
る
。
白
く
な
る
く
ら
い
、
塩
を
大
量
に
使
う
。
塩
が
少
な
い
と
失
敗
す
る
。
梅
雨
明
け
ご
ろ
か
ら
七
月
ご
ろ
に
取
り
出
し
、

目
玉
を
取
っ
て
き
れ
い
に
洗
い
（
脂
を
落
と
し
て
し
ま
う
）、
一
日
程
度
干
す
。
こ
こ
か
ら
本
漬
け
に
な
る
。
漬
け
る
の
は
七
月
二
〇

日
ご
ろ
ま
で
。
最
近
で
は
日
曜
に
漬
け
る
こ
と
が
多
い
。
塩
を
混
ぜ
た
ご
飯
、
場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ウ
ジ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
山
椒
、
酒
、

味
の
素
な
ど
を
用
意
す
る
。
魚
の
エ
ラ
に
ご
飯
を
詰
め
、
ご
飯
と
魚
を
交
互
に
容

器
（
桶
な
ど
）
に
詰
め
て
い
く
。
こ
の
と
き
、
シ
ョ
ウ
ガ
や
山
椒
を
ま
ぶ
し
た
り

す
る
。
蓋
を
し
、
重
し
を
乗
せ
て
、
直
接
日
の
当
た
ら
な
い
場
所
な
ど
に
置
い
て

お
く
。
ご
飯
が
落
ち
着
く
ま
で
し
ば
ら
く
寝
か
せ
る 

（
八
月
末
く
ら
い
ま
で
）。
ご

飯
が
落
ち
着
い
て
か
ら
、
た
っ
ぷ
り
と
水
を
い
れ
る
。
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。
カ
ラ
漬
け
の
場
合
は
水
を
入
れ
な
い
。
半
月
に
一
度
程
度
、
水
は
入
れ
替

え
る
。
醗
酵
が
落
ち
着
い
た
ら
、
重
し
を
重
い
も
の
に
替
え
る
。
一
二
月
以
降
に

食
べ
る
。
最
近
で
は
漬
け
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。
水
を
使
わ
な
い
で
漬
け
る
。
臭

い
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
味
が
な
い
の
で
お
い
し
く
な

い
。

フ
ナ
ズ
シ
と
コ
ケ
ラ
ズ
シ
　
か
つ
て
は
、
雪
が
二
m
も
三
m
も
積
も
っ
た
。
外
へ

は
な
か
な
か
出
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
保
存
食
と
し
て
フ
ナ
ズ
シ
や
コ
ケ
ラ
ズ
シ

を
作
っ
た
。
フ
ナ
ズ
シ
は
姉
川
よ
り
北
、
コ
ケ
ラ
ズ
シ
は
姉
川
よ
り
南
で
な
い
と

写真 4-1　 先頭のトウサシの日、神役の家での直会に
出たフナズシ（2009年 1月 8日、藤井撮影）
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で
き
な
か
っ
た
。
フ
ナ
は
五
・
六
月
ご
ろ
塩
切
り
し
て
、
七
月
に
ご
飯
に
つ
け
、
一
〇
・
一
一
月
ご
ろ
に
食
べ
た
。
コ
ケ
ラ
は
一
〇
日
ほ

ど
で
で
き
る
。
魚
だ
け
塩
切
り
し
て
お
い
て
お
く
。
塩
に
つ
け
る
と
、
フ
ナ
で
も
三
年
で
も
四
年
で
も
も
つ
。
フ
ナ
ズ
シ
は
家
に
よ
っ

て
味
が
違
う
。

　
コ
ケ
ラ
ズ
シ
は
マ
ス
の
寿
司
。
二
月
一
七
・
一
八
日
に
オ
コ
ナ
イ
を
す
る
。
そ
れ
に
出
す
の
で
、
逆
算
し
て
漬
け
る
。

４
　
魚
と
肉

魚
介
類
　
食
文
化
と
し
て
は

淡
水
魚
が
中
心
で
あ
っ
た
。

魚
が
捕
れ
な
い
と
き
は
フ
ナ

ズ
シ
を
食
べ
、
捕
れ
た
と
き

は
生
食
し
た
。
最
近
は
魚
が

捕
れ
な
い
。

　
フ
ナ
は
昔
は
雨
が
降
る
と

捕
れ
た
。
フ
ナ
ズ
シ
に
し
た
。

今
は
捕
れ
な
い
。

　
コ
イ
は
コ
ロ
ダ
キ
に
す
る

と
う
ま
い
。
虎
姫
の
オ
コ
ナ

イ
で
は
コ
イ
を
そ
の
ま
ま
炊

く
。
コ
イ
は
早
く
死
ん
で
し

写真 4-2　 島年頭の直会（宝厳寺）の膳に出たコイの
刺身（2007年 1月 4日、藤井撮影）

写真 4-3　 先頭のトウサシの日、神役の家での直会に
出たコイの煮物（2009年 1月 8日、藤井
撮影）



 ― 359 ― 

滋賀県長浜市早崎町の民俗

で
き
な
か
っ
た
。
フ
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は
五
・
六
月
ご
ろ
塩
切
り
し
て
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七
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に
ご
飯
に
つ
け
、
一
〇
・
一
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ご
ろ
に
食
べ
た
。
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ケ
ラ
は
一
〇
日
ほ

ど
で
で
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る
。
魚
だ
け
塩
切
り
し
て
お
い
て
お
く
。
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に
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け
る
と
、
フ
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で
も
三
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で
も
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で
も
も
つ
。
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ズ
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は
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に
よ
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て
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が
違
う
。
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ケ
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ズ
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は
マ
ス
の
寿
司
。
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一
七
・
一
八
日
に
オ
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ナ
イ
を
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る
。
そ
れ
に
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す
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で
、
逆
算
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け
る
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類
　
食
文
化
と
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て
は

淡
水
魚
が
中
心
で
あ
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た
。

魚
が
捕
れ
な
い
と
き
は
フ
ナ

ズ
シ
を
食
べ
、
捕
れ
た
と
き

は
生
食
し
た
。
最
近
は
魚
が

捕
れ
な
い
。

　
フ
ナ
は
昔
は
雨
が
降
る
と

捕
れ
た
。
フ
ナ
ズ
シ
に
し
た
。

今
は
捕
れ
な
い
。

　
コ
イ
は
コ
ロ
ダ
キ
に
す
る

と
う
ま
い
。
虎
姫
の
オ
コ
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で
は
コ
イ
を
そ
の
ま
ま
炊
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。
コ
イ
は
早
く
死
ん
で
し

写真 4-2　 島年頭の直会（宝厳寺）の膳に出たコイの
刺身（2007年 1月 4日、藤井撮影）
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出たコイの煮物（2009年 1月 8日、藤井
撮影）
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ま
う
。
大
き
い
の
は
脂
が
強
く
て
お
い
し
く
な
い
。
味
噌
で
漬
け
た
り
も
し
た
。
コ
イ
の
味
噌
漬
け
と
い
う
。

　
モ
ロ
コ
は
素
焼
に
す
る
。

　
ウ
ナ
ギ
は
蒲
焼
に
す
る
。
今
も
ウ
ナ
ギ
は
捕
れ
る
。
ウ
ナ
ギ
の
す
き
焼
き
の
こ
と
を
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ン
と
い
う
。
焼
く
か
、
シ
ラ
蒸
し

で
ウ
ナ
ギ
の
脂
を
落
と
し
、
醤
油
・
昆
布
・
カ
ツ
オ
の
だ
し
汁
な
ど
で
煮
る
。
具
は
ネ
ギ
や
糸
コ
ン
ニ
ャ
ク
。
い
っ
た
ん
鍋
の
な
か
の

も
の
を
全
部
食
べ
て
し
ま
っ
て
か
ら
ま
た
新
し
く
入
れ
て
炊
く
。
追
い
炊
き
は
し
な
い
。

　
タ
ナ
ゴ
は
ボ
テ
と
い
う
。

　
ワ
カ
サ
ギ
は
昔
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。

　
エ
ビ
は
二
〜
三
cm
の
も
の
。
エ
ビ
は
魚
を
捕
る
餌
に
し
た
り
、
大
豆
と
炊
い
た
り
す
る
。

　
ド
ロ
ガ
イ
は
二
〇
cm
ほ
ど
の
貝
。
ゆ
で
て
佃
煮
や
天
ぷ
ら
な
ど
に
し
た
。
秋
か
ら
冬
ま
で
の
食
糧
に
し
て
い
る
家
も
あ
っ
た
。
す
き

焼
き
の
よ
う
に
し
て
食
べ
て
い
た
家
も
あ
っ
た
。

　
イ
シ
ガ
イ
は
炊
い
て
食
べ
る
。

　
コ
ア
ユ
は
コ
イ
ト
と
い
う
仕
掛
け
で
捕
っ
た
。
コ
イ
ト
は
、
朝
方
に
行
っ
て
、
す
ぐ
に
上
げ
る
。
エ
ラ
に
引
っ
か
か
る
。
エ
リ
で
捕

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
コ
ア
ユ
は
魚
屋
が
買
い
取
り
に
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
で
は
、
甘
露
煮
に
し
た
り
炊
い
た
り
し
た
。

　
ワ
カ
サ
ギ
は
捕
れ
る
の
は
最
近
の
こ
と
で
、
昔
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。
コ
ア
ユ
よ
り
捕
れ
る
し
、
安
い
。
ワ
カ
サ
ギ
は
南
蛮
漬
け

に
し
て
食
べ
る
。

　
ナ
マ
ズ
、
ワ
タ
カ
、
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
、
ハ
ス
、
マ
ス
、
ウ
グ
イ
な
ど
も
食
べ
た
。

　
昭
和
中
期
ま
で
は
イ
サ
ザ
で
す
き
焼
き
を
し
た
。
イ
サ
ザ
は
三
〜
五
cm
の
魚
で
、
ナ
マ
ズ
の
小
さ
い
も
の
。
ウ
ナ
ギ
の
代
用
で
あ
っ

た
。

ニ
ワ
ト
リ
　
昭
和
中
期
ま
で
は
、
卵
を
取
る
た
め
に
各
家
で
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
い
た
。
家
ご
と
に
二
、三
羽
い
た
。
餌
は
、
米
の
ミ
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オ
サ
、
大
根
の
葉
っ
ぱ
、
シ
ジ
ミ
の
殻
を
砕
い
た
も
の
、
シ
イ
ナ
（
脱
穀
し
て
、
実
の
入
っ
て
い
な
い
も
の
）
な
ど
。
卵
を
産
め
な
く

な
っ
た
り
、
年
を
と
っ
た
ニ
ワ
ト
リ
は
、
鍋
や
ス
キ
ヤ
キ
に
し
て
食
べ
た
。
ス
キ
ヤ
キ
の
具
と
し
て
は
、
ネ
ギ
・
ゴ
ボ
ウ
・
タ
マ
ネ

ギ
・
麩
・
糸
こ
ん
に
ゃ
く
・
豆
腐
な
ど
で
あ
っ
た
。
正
月
や
田
ん
ぼ
の
上
が
る
（
終
わ
る
）
と
き
に
、
つ
ぶ
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
足
・
毛
・
骨
・
顔
以
外
、
ト
サ
カ
や
腸
、
肝
臓
ま
で
す
べ
て
食
べ
た
。
ニ
ワ
ト
リ
を
家
で
殺
せ
な
い
人
は
、
頼
ん
で
殺
し
て
も

ら
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
。
死
ん
で
か
ら
捨
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
カ
モ
は
高
い
の
で
、
代
わ
り
に
ニ
ワ
ト
リ
を
食
べ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

カ
モ
　
散
弾
銃
を
使
っ
て
カ
モ
猟
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
カ
モ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
を
捕
っ
た
。
と
く
に
カ
モ
は
ご
ち
そ
う
で
、

す
き
焼
き
に
し
た
。
も
し
く
は
、
石
と
ケ
ヤ
キ
（
硬
い
板
）
で
肉
を
叩
き
、
さ
ら
に
専
用
の
硬
い
石
で
叩
い
て
肉
団
子
に
し
、
鍋
に
し

た
。
話
者
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。
一
番
お
い
し
い
カ
モ
は
マ
ガ
モ
。
何
羽
か
捕
れ
る
と
売
っ
た
。
ヒ
シ
ク
イ
や
ガ
ン
は
固

い
。
バ
ン
も
お
い
し
か
っ
た
。
脂
っ
こ
く
、
す
き
焼
き
に
し
た
り
し
た
。
サ
ギ
は
お
い
し
く
な
い
。

５
　
子
ど
も
の
お
や
つ

　
家
に
な
っ
て
い
る
果
物
な
ど
を
お
や
つ
に
し
た
。
メ
リ
ケ
ン
粉
で
パ
ン
を
焼
い
た
り
も
し
た
。

　
ダ
ゴ
モ
チ
・
カ
キ
モ
チ
も
子
ど
も
の
お
や
つ
で
あ
っ
た
。

　
カ
ミ
コ
と
い
う
、
玄
米
や
小
麦
を
鍋
で
煎
っ
て
粉
に
し
た
も
の
も
食
べ
た
。
砂
糖
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
袋
に
入
れ
、
ヨ
シ
で

吸
っ
て
食
べ
た
。
初
心
者
や
小
さ
い
子
は
、
マ
ッ
チ
の
先
で
す
く
っ
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
し
く
は
ス
プ
ー
ン
で
食
べ
た
り
、

粉
な
の
で
湯
を
入
れ
て
食
べ
た
。

　
ハ
ッ
タ
イ
コ
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
作
っ
た
。
餅
米
で
作
る
と
お
い
し
い
が
、
普
通
は
う
る
米
で
作
る
。

　
渋
柿
は
吊
る
し
柿
に
し
た
。
一
〇
月
に
吊
り
始
め
、
二
〜
三
週
間
干
し
て
お
く
。
置
い
て
お
く
た
め
に
、
粉
が
ふ
く
く
ら
い
干
し
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た
。

　
豆
つ
な
ぎ
は
味
噌
つ
き
の
際
に
作
っ
た
。
ヌ
イ
ホ
（
脱
穀
し
た
後
の
稲
穂
）
の
先
を
炙
っ
て
固
く
し
て
か
ら
、
味
噌
を
作
る
た
め
に

炊
い
た
豆
を
そ
こ
に
刺
し
て
お
き
、
一
か
月
く
ら
い
干
し
て
お
く
。
味
噌
作
り
の
際
の
、
子
ど
も
の
遊
び
で
あ
っ
た
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
自
分
で
作
っ
た
。
干
し
芋
な
ど
に
し
た
。
戦
前
は
共
同
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
買
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
他
に
、
あ
ら
れ
、
い
ち
じ
く
、
栗
、
黒
砂
糖
な
ど
。
昭
和
初
期
に
は
、
ネ
ギ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
、
家
で
作
っ
て
い
た
も

の
を
生
で
か
じ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
五
厘
の
飴
玉
な
ど
も
売
っ
て
い
た
。
一
銭
で
二
つ
で
あ
っ
た
。
水
あ
め
も
売
り
に
き
た
。

６
　
行
事
に
関
す
る
食
事

結
婚
式
　
昔
、
料
理
は
す
べ
て
自
分
の
家
で
作
っ
て
い
た
。

葬
式
・
法
事
　
昔
は
、
ご
飯
・
汁
物
・
豆
腐
・
ア
ゲ
な
ど
の
精
進
料
理
で
、
肉
や
魚
は
出
な
か
っ
た
。
カ
シ
ワ
（
鶏
肉
）
は
、
出
す
家

も
あ
っ
た
。
ナ
ス
ビ
や
た
く
あ
ん
な
ど
の
ぜ
い
た
く
煮
を
家
で
用
意
し
た
。
昔
は
葬
式
が
あ
れ
ば
三
日
は
仕
事
な
ど
休
ん
だ
が
、
現
在

で
は
段
々
と
簡
素
化
し
、
幕
の
内
弁
当
な
ど
を
業
者
の
と
こ
ろ
へ
買
い
に
行
っ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ク
ダ
ン
ゴ
は
米
の
粉
で
作
っ
た
団
子
。
葬
式
の
あ
く
る
日
、
近
く
の
親
類
の
女
性
が
洗
濯
し
に
く
る
の
で
、
そ
の
団
子
を
出

す
。

正
月
料
理
　
棒
だ
ら
・
ご
ぼ
う
・
黒
豆
・
数
の
子
・
サ
ト
イ
モ
・
板
も
の
（
か
ま
ぼ
こ
）・
ご
ま
め
（
田
作
）・
結
び
こ
ん
に
ゃ
く
な

ど
。
餅
は
自
分
の
家
で
つ
い
て
作
る
こ
と
が
多
い
。

　
煮
物
は
さ
と
い
も
、
タ
ケ
ノ
コ
、
れ
ん
こ
ん
、
ち
く
わ
、
に
ん
じ
ん
、
あ
げ
、
た
た
き
ご
ぼ
う
な
ど
。
棒
だ
ら
は
、
酒
と
醤
油
で
炊

く
。
昔
は
一
〇
日
間
ほ
ど
水
に
漬
け
て
い
た
家
も
あ
っ
た
。
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今
は
す
で
に
水
に
漬
け
た
も
の
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
買
っ
て
き
て
炊
く
。

　
お
嫁
さ
ん
が
来
て
か
ら
、
食
べ
る
も
の
が
少
し
変
化
し
た
と
い
う
家
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
昔
は
黒
豆
を
炊
い
た
り
、
サ
ト
イ
モ

の
煮
物
や
、
数
の
子
や
棒
だ
ら
を
食
べ
た
り
し
た
。
お
嫁
さ
ん
が
来
て
か
ら
は
、
レ
ン
コ
ン
や
栗
き
ん
と
ん
を
食
べ
て
い
る
、
と
い
う

家
も
あ
る
。

　
雑
煮
は
す
ま
し
で
、
丸
餅
、
か
つ
お
ぶ
し
な
ど
を
入
れ
る
。

オ
コ
ナ
イ
の
食
　
マ
ユ
ダ
マ
は
柳
の
木
に
餅
を
巻
い
た
も
の
。
昔
は
ほ
ど
い
て
焼
い
て
食
べ
た
。
現
在
、
こ
の
餅
は
食
べ
る
人
も
い
る

し
食
べ
な
い
人
も
い
る
。
オ
ロ
シ

モ
チ
は
餅
が
あ
る
と
き
、
オ
コ
ナ

イ
で
食
べ
る
。
醤
油
を
入
れ
た
大

根
の
お
ろ
し
に
ち
ぎ
っ
た
餅
を
入

れ
る
。

盆
　
盆
に
は
シ
ラ
ム
シ
を
食
べ

る
。
黒
豆
を
甘
く
炊
き
、
蒸
し
た

も
ち
米
に
混
ぜ
る
。

五
　
住

イ
ン
キ
ョ
（
隠
居
）　
新
婚
時
代
に

は
隠
居
で
若
夫
婦
が
暮
ら
し
、
後

に
母
屋
へ
移
る
。
そ
の
と
き
に
親

写真 4-4　 島年頭の直会（都久夫須麻神社）膳（2007
年 1月 4日、藤井撮影）

写真 4-5　 島年頭の直会（宝厳寺）の膳（2007年 1
月 4日、藤井撮影）
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世
代
が
隠
居
に
入
る
。
若
夫
婦
が
慣
れ
る
ま
で
隠
居
で
生
活
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。

　
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
の
話
者
（
女
性
）
の
家
で
は
、
結
婚
し
た
と
き
に
畑
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
親
が
イ
ン
キ
ョ
を
建
て
て
く
れ
た
。

母
屋
に
は
夫
の
両
親
が
い
た
。
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
、
親
と
交
換
し
て
母
屋
に
移
っ
た
。
息
子
が
結
婚
し
た
と
き
は
イ
ン
キ
ョ
に
住

ん
で
い
た
。
ま
た
息
子
と
交
換
し
て
、
話
者
夫
婦
が
イ
ン
キ
ョ
に
移
っ
て
い
る
。

間
取
り
　
ザ
シ
キ
は
二
間
ザ
シ
キ
に
な
っ
て
い
る
。
葬
式
の
後
な
ど
に
宴
会
を
す
る
場
合
は
、
田
の
字
（
四
の
間
）
に
仕
切
っ
て
い
る

フ
ス
マ
を
全
部
取
り
外
し
て
大
き
い
一
つ
の
間
に
し
た
。

　
多
く
の
家
は
昭
和
四
〇
年
代
に
新
築
・
改
築
し
て
い
る
。
昭
和
四
五
年
ぐ
ら
い

か
ら
応
接
間
を
つ
け
る
家
が
増
え
た
。

神
棚
　
神
棚
は
奥
ザ
シ
キ
の
仏
間
の
前
に
飾
っ
て
あ
る
。
神
棚
は
イ
マ
の
二
階
か

ら
踏
む
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
に
お
い
て
あ
る
。
し
か
た
な
く
踏
ん
で
し
ま
う
場

所
に
置
く
場
合
は
、
そ
の
上
に
「
雲
」
と
書
い
た
紙
を
貼
っ
て
お
く
。
神
棚
に
は

毎
月
一
日
・
十
五
日
に
水
・
塩
・
榊
を
入
れ
替
え
る
。

風
呂
　
土
間
の
角
に
あ
っ
た
。
ゴ
エ
モ
ン
ブ
ロ
で
あ
っ
た
。
風
呂
の
横
に
は
男
子

用
の
便
所
が
あ
っ
た
。
風
呂
の
排
水
や
男
子
便
所
か
ら
で
た
排
泄
物
を
受
け
取
る

大
き
な
穴
が
下
に
掘
っ
て
あ
っ
た
。
風
呂
の
排
水
で
薄
め
ら
れ
た
排
泄
物
を
外
か

ら
出
し
て
、
一
〇
日
お
き
く
ら
い
に
畑
へ
運
ん
で
肥
料
に
し
た
。

便
所
　
土
間
の
外
に
あ
っ
た
。
下
に
は
穴
が
掘
っ
て
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
排
泄
物

を
す
く
い
だ
し
肥
料
に
し
て
い
た
。

物
置
　
物
置
に
嫁
入
り
道
具
の
箪
笥
な
ど
を
置
い
て
い
る
。

写真 5-1　 天井に貼った雲の字（2008年 8月、松永
撮影）
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屋
根
　
早
崎
内
湖
に
ヨ
シ
原
が
あ
っ
た
た
め
、
早
崎
の
家
で
は
ヨ
シ
で
屋
根
を
葺
く
家
も
多
か
っ
た
。
戦
前
は
ヨ
シ
屋
根
ば
か
り
で

あ
っ
た
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
る
が
、
昭
和
三
年
に
は
す
で
に
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
と
い
う
家
も
あ
る
。

　
ヨ
シ
の
ほ
う
が
長
持
ち
す
る
が
高
く
つ
く
。
ヨ
シ
の
業
者
が
二
・
三
人
い
た
。
屋
根
葺
き
職
人
も
い
た
。
早
崎
に
も
職
人
が
い
た
。

一
人
で
で
き
な
い
の
で
、
知
り
合
い
を
連
れ
て
き
て
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
。
付
近
の
村
に
も
い
た
。

　
い
た
ん
で
く
る
と
部
分
的
に
直
し
て
い
っ
た
。
全
面
を
一
度
に
葺
き
替
え
る
と
高
額
に
な
る
の
で
、
一
面
ず
つ
葺
き
替
え
た
。
屋
根

は
四
面
あ
る
の
で
、
四
等
分
に
し
て
、
一
年
お
き
ぐ
ら
い
に
葺
き
替
え
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
葺
き
替
え
の
代
金
は
一
〇
万
ず
つ
ぐ
ら

い
で
す
む
。
職
人
と
し
て
は
毎
年
仕
事

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
屋
根
を

葺
く
の
は
、
五
月
の
田
ん
ぼ
あ
が
り
ぐ

ら
い
か
ら
夏
場
で
、
一
〇
月
ぐ
ら
い
ま

で
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
ヨ
シ
屋
根
は

ト
タ
ン
で
覆
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ヨ
シ

屋
根
が
立
派
だ
か
ら
ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ

な
い
家
も
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
段
階
で

早
崎
に
残
っ
て
い
る
ヨ
シ
屋
根
の
家
は

二
軒
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
屋
根
は
台
風
が

こ
な
け
れ
ば
い
い
。
台
風
の
と
き
に
は

屋
根
が
浮
い
た
。
昭
和
二
一
年
生
ま
れ

写真 5-2　ヨシ屋根の家（2008年 8月、松永撮影）

写真 5-3　ヨシ屋根の家（2008年 8月、藤井撮影）
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屋
根
　
早
崎
内
湖
に
ヨ
シ
原
が
あ
っ
た
た
め
、
早
崎
の
家
で
は
ヨ
シ
で
屋
根
を
葺
く
家
も
多
か
っ
た
。
戦
前
は
ヨ
シ
屋
根
ば
か
り
で

あ
っ
た
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
る
が
、
昭
和
三
年
に
は
す
で
に
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
と
い
う
家
も
あ
る
。

　
ヨ
シ
の
ほ
う
が
長
持
ち
す
る
が
高
く
つ
く
。
ヨ
シ
の
業
者
が
二
・
三
人
い
た
。
屋
根
葺
き
職
人
も
い
た
。
早
崎
に
も
職
人
が
い
た
。

一
人
で
で
き
な
い
の
で
、
知
り
合
い
を
連
れ
て
き
て
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
。
付
近
の
村
に
も
い
た
。

　
い
た
ん
で
く
る
と
部
分
的
に
直
し
て
い
っ
た
。
全
面
を
一
度
に
葺
き
替
え
る
と
高
額
に
な
る
の
で
、
一
面
ず
つ
葺
き
替
え
た
。
屋
根

は
四
面
あ
る
の
で
、
四
等
分
に
し
て
、
一
年
お
き
ぐ
ら
い
に
葺
き
替
え
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
葺
き
替
え
の
代
金
は
一
〇
万
ず
つ
ぐ
ら

い
で
す
む
。
職
人
と
し
て
は
毎
年
仕
事

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
屋
根
を

葺
く
の
は
、
五
月
の
田
ん
ぼ
あ
が
り
ぐ

ら
い
か
ら
夏
場
で
、
一
〇
月
ぐ
ら
い
ま

で
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
ヨ
シ
屋
根
は

ト
タ
ン
で
覆
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ヨ
シ

屋
根
が
立
派
だ
か
ら
ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ

な
い
家
も
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
段
階
で

早
崎
に
残
っ
て
い
る
ヨ
シ
屋
根
の
家
は

二
軒
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
屋
根
は
台
風
が

こ
な
け
れ
ば
い
い
。
台
風
の
と
き
に
は

屋
根
が
浮
い
た
。
昭
和
二
一
年
生
ま
れ

写真 5-2　ヨシ屋根の家（2008年 8月、松永撮影）

写真 5-3　ヨシ屋根の家（2008年 8月、藤井撮影）
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の
男
性
は
、
第
二
室
戸
台
風
の
と
き
、

屋
根
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
屋
根
に

ロ
ー
プ
三
本
ぐ
ら
い
を
か
け
た
と
い

う
。
ヨ
シ
は
何
本
か
飛
ぶ
と
は
ず
れ
て

し
ま
う
。

井
戸
　
何
軒
か
の
家
に
井
戸
が
あ
っ

た
。
穴
を
掘
っ
て
石
を
組
ん
で
水
を
た

め
、
ツ
ル
ベ
で
水
を
汲
ん
だ
。
五
・
六

m
ぐ
ら
い
掘
る
。

イ
ケ
　
井
戸
と
は
別
に
水
を
た
め
て
い

る
と
こ
ろ
を
イ
ケ
と
呼
ぶ
。
シ
ョ
ウ
ズ

（
生
水
）
は
水
が
湧
い
て
い
る
と
こ
ろ

を
い
う
。
自
然
の
湧
水
。
イ
ケ
は
つ
い

て
湧
か
し
て
い
る
。

　
あ
る
話
者
の
家
の
イ
ケ
は
昭
和
二
六
年
に
つ
い
た
。
イ
ケ
は
自
噴
。
六
〇
m
ぐ
ら
い
つ
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
し
て
い
た
の
で
よ

く
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
五
m
ぐ
ら
い
の
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
、
発
電
し
た
動
力
で
上
下
に
動
か
し
て
つ
い
た
。
二
週
間
ぐ
ら
い
か
か
っ

た
。
イ
ケ
ツ
キ
ヤ
サ
ン
が
や
っ
て
く
れ
た
。
ト
イ
は
竹
。
太
い
竹
を
上
か
ら
つ
い
で
い
く
。
つ
な
ぎ
に
昆
布
で
巻
く
。
水
漏
れ
を
防

ぐ
。

　
一
番
上
流
に
あ
た
る
場
所
が
飲
み
水
、
二
番
目
が
皿
洗
い
、
最
後
が
土
の
つ
い
た
野
菜
や
足
な
ど
、
と
い
う
順
番
で
洗
っ
て
い
た
。

写真 5-4　イケ（2008年 8月、松永撮影）

写真 5-5　イケ（2006年 8月、藤井撮影）
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現
在
は
野
菜
を
洗
う
程
度
に
し
か
使
用
し
て
い
な
い
。

　
イ
ケ
で
は
洗
濯
は
し
な
い
。
神
聖
な
感
じ
が
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
正
月
に
は
お
鏡
を
供
え
る
家
も
あ
る
。
魚
を
飼
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
水
道
が
来
て
水
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
三
二
年
ご
ろ
に
水
道
が
で
き
た
。
水
は
た
だ
と

い
う
感
覚
が
あ
る
の
で
、
水
道
が
来
て
か
ら
も
雪
を
溶
か
す
の
に
水
道
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
枯
れ
て
い
た
池
か
ら
再
び
水
が
湧
き
出
し
て
、
古
い
池
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
家
も
あ

る
。

燃
料
　
早
崎
に
は
山
は
な
い
た
め
に
木
が
な
い
。
風
呂
を
焚
く
と
き
は
ワ
ラ
が
多

か
っ
た
。
オ
ク
ド
サ
ン
の
燃
料
は
桑
の
木
を
使
っ
た
。
風
呂
の
燃
料
は
ワ
ラ
か
ク
ズ

ヨ
シ
だ
っ
た
。

六
　
信
仰

１
　
早
崎
の
神
社
と
祭
礼

五
社
神
社
　
早
崎
の
氏
神
で
、
集
落
の
東
側
に
鎮
座
す
る
。
地
元
で
は
「
お
宮
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
水
田
地
帯
の
中
に
森
が
あ
り
、
そ
の
中
に
社
殿
が
あ
る
。
本
殿

は
東
（
集
落
と
は
反
対
方
向
）
を
向
い
て
い
る
。
慶
応
四
年
（
一
八
七
一
）
に
竹
生

島
宝
厳
寺
が
奉
行
所
に
提
出
し
た
「
五
社
明
神
之
由
緒
届
書
控
」
に
は
、
弁
財
天
・

大
黒
天
・
毘
沙
門
天
・
雨
宝
童
子
・
小
嶋
権
現
を
祀
る
た
め
、
五
社
明
神
ま
た
は
五

所
明
神
と
い
う
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
早
崎
　
一
九
九
三
〕。

オ
コ
ナ
イ
　
オ
コ
ナ
イ
は
年
の
初
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
豊
作
祈
願
の
行
事
で
、
湖
北

写真 6-1　五社神社（2008年 8月、藤井撮影）
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現
在
は
野
菜
を
洗
う
程
度
に
し
か
使
用
し
て
い
な
い
。

　
イ
ケ
で
は
洗
濯
は
し
な
い
。
神
聖
な
感
じ
が
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
正
月
に
は
お
鏡
を
供
え
る
家
も
あ
る
。
魚
を
飼
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
水
道
が
来
て
水
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
三
二
年
ご
ろ
に
水
道
が
で
き
た
。
水
は
た
だ
と

い
う
感
覚
が
あ
る
の
で
、
水
道
が
来
て
か
ら
も
雪
を
溶
か
す
の
に
水
道
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
枯
れ
て
い
た
池
か
ら
再
び
水
が
湧
き
出
し
て
、
古
い
池
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
家
も
あ

る
。

燃
料
　
早
崎
に
は
山
は
な
い
た
め
に
木
が
な
い
。
風
呂
を
焚
く
と
き
は
ワ
ラ
が
多

か
っ
た
。
オ
ク
ド
サ
ン
の
燃
料
は
桑
の
木
を
使
っ
た
。
風
呂
の
燃
料
は
ワ
ラ
か
ク
ズ

ヨ
シ
だ
っ
た
。

六
　
信
仰

１
　
早
崎
の
神
社
と
祭
礼

五
社
神
社
　
早
崎
の
氏
神
で
、
集
落
の
東
側
に
鎮
座
す
る
。
地
元
で
は
「
お
宮
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
水
田
地
帯
の
中
に
森
が
あ
り
、
そ
の
中
に
社
殿
が
あ
る
。
本
殿

は
東
（
集
落
と
は
反
対
方
向
）
を
向
い
て
い
る
。
慶
応
四
年
（
一
八
七
一
）
に
竹
生

島
宝
厳
寺
が
奉
行
所
に
提
出
し
た
「
五
社
明
神
之
由
緒
届
書
控
」
に
は
、
弁
財
天
・

大
黒
天
・
毘
沙
門
天
・
雨
宝
童
子
・
小
嶋
権
現
を
祀
る
た
め
、
五
社
明
神
ま
た
は
五

所
明
神
と
い
う
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
早
崎
　
一
九
九
三
〕。

オ
コ
ナ
イ
　
オ
コ
ナ
イ
は
年
の
初
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
豊
作
祈
願
の
行
事
で
、
湖
北

写真 6-1　五社神社（2008年 8月、藤井撮影）
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で
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
は
、
昭
和
一
八
年
と
昭
和

三
〇
年
調
査
の
早
崎
の
オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
〔
井
上
　
一
九
六
〇
〕。『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
早
崎
に
は
宮

本
組
・
常
盤
組
・
松
ヶ
枝
組
・
岡
本
組
の
四
つ
の
組
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
五
名
の
オ
ト
ナ
（
長
老
）
が
い
る
。（
平
成
二
〇
〜

二
一
年
の
調
査
時
は
、
宮
本
組
・
常
盤
組
・
寿
組
・
山
下
組
と
呼
ば
れ
て
い
た
。）
聖
武
天
皇
の
竹
生
島
行
幸
の
際
、
神
輿
を
担
い
だ

故
事
に
よ
る
と
い
う
。
オ
ト
ナ
二
〇
人
は
終
身
制
で
、
年
長
を
座
頭
と
い
う
。
三
月
三
日
と
九
月
九
日
の
神
事
（
ジ
ン
ジ
）
に
奉
仕
す

る
。
四
つ
の
組
の
う
ち
、
宮
本
組
・
常
盤
組
は
彦
根
領
、
松
ヶ
枝
組
・
岡
本
組
は
竹
生
島
領
で
あ
っ
た
。
オ
ト
ナ
が
亡
く
な
り
、
次
の

者
が
入
る
と
、
自
分
の
組
の
四
人
と
他
の
組
の
代
表
一
人
ず
つ
、
合
計
七
人
を
招
待
し
た
。

　
オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
、
早
崎
で
は
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
お
餅
を
供
え
る
、
と
語
ら
れ
る
。
早
崎
で
は
オ
コ
ナ
イ
サ
ン
と
呼
ぶ
人
も
い

る
。
二
月
一
八
日
に
五
社
神
社
で
お
こ
な
う
。
以
前
は
一
七
日
か
ら
一
九
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
当
番
は
四
つ
の
組
の
オ
ト
ナ

の
中
か
ら
一
人
ず
つ
出
る
。
二
月
一
日
に
宿
を
す
る
人
の
中
で
仕
切
り
人
が
決
め
事
を
す
る
。
こ
れ
を
一
日
オ
コ
ナ
イ
と
い
う
。
こ
の

日
に
、
宿
を
す
る
人
が
集
ま
っ
て
餅
を
つ
き
、
各
家
に
持
っ
て
行
く
。
現
在
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
四
組
の
う
ち
、
毎
年
一
組
の
案
内
組
が
指
揮
を
す
る
。
案
内
組
は
一
年
交
代
。
案
内
組
は
叩
き

鉦
を
鳴
ら
し
、
梵
鐘
を
つ
き
、
神
職
を
泊
め
、
一
年
間
触
れ
役
を
す
る
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
二
月
一
五
日
は
コ
メ
カ
シ
と
い
う
。
米
一
升
ず
つ
、
小
豆
一
合
ず
つ
を
集
め
た
が
、
現
在
は
お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
一
五
日
に
餅
米
を
漬
け
る
。
一
六
日
は
休
み
。
一
七
日
に
餅
つ
き
な
ど
オ
コ
ナ
イ
の
準
備
を
す
る
。
四
つ
の
組

に
分
か
れ
て
座
頭
が
指
揮
を
と
っ
て
準
備
を
す
る
。

　
こ
の
日
は
、
餅
を
つ
き
、
神
社
に
お
供
え
す
る
た
め
の
お
鏡
さ
ん
（
白
・
黄
・
赤
の
餅
）
や
、
柳
の
木
に
付
け
る
た
め
の
餅
を
作

る
。
一
俵
で
餅
を
つ
き
、
一
三
重
ね
に
す
る
。
宿
で
餅
を
つ
い
て
い
た
が
、
今
は
公
民
館
で
つ
く
。
中
老
の
切
っ
て
き
た
柳
の
木
に
五

色
の
短
冊
や
ツ
ツ
ミ
な
ど
を
飾
り
付
け
、
餅
を
巻
く
。
飾
り
付
け
餅
を
巻
い
た
柳
の
木
の
こ
と
を
マ
ユ
ダ
マ
（
マ
イ
ダ
マ
サ
ン
）
と
呼
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ぶ
。
ツ
ツ
ミ
と
は
き
れ
に
細
工
を
し
、
底
に
人
形
を
つ
け
た
り
、
四
隅
に
房
を
垂
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
で
は
手
作
り
の
ツ

ツ
ミ
で
は
な
く
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
柳
の
木
に
飾
り
付
け
て
い
る
。
ラ
ー
メ
ン
や
電
卓
な
ど
も
飾
っ
て
い
る
。
こ
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
は

各
家
庭
か
ら
持
参
す
る
。
マ
ユ
ダ
マ
は
、
宿
で
は
仲
間
柱
へ
く
く
り
、
神
社
で
は
拝
殿
の
四
隅
の
柱
に
く
く
る
。
宿
の
床
の
間
に
鏡
餅

を
供
え
る
。
夜
は
ヨ
ミ
ヤ
（
宵
宮
）
と
い
っ
て
、
余
興
を
す
る
。
以
前
は
宿
に
芝
居
や
浪
花
節
を
呼
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
で

余
興
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
余
興
は
各
組
交
代
で
担
当
し
、
余
興
係
は
三
人
い
た
。
芸
人
は
京
都
や
草
津
か
ら
招
い
た
。
買

い
物
係
り
は
長
浜
へ
行
き
、
馳
走
を

振
る
舞
っ
た
。
小
豆
餅
や
膳
を
出
し

た
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

一
八
日
は
朝
の
六
時
半
に
叩
き
鐘
を

す
る
。
昔
は
朝
の
五
時
に
神
社
へ
お

参
り
し
て
い
た
。
七
時
か
ら
神
社
へ

鏡
餅
や
マ
ユ
ダ
マ
を
持
っ
て
行
く
。

一
〇
時
か
ら
宿
で
本
膳
の
座
が
あ

る
。
か
つ
て
は
オ
ト
ナ
は
裃
を
着

た
。

　
一
一
時
半
か
ら
公
民
館
で
舞
わ
れ

る
獅
子
舞
（
伊
勢
神
楽
）
は
、
三
〇

写真 6-2　マユダマ（2009年 1月、辰巳撮影）

写真 6-3　 マユダマにつけた短冊（2009年 1月、辰
巳撮影）



 ― 369 ― 

滋賀県長浜市早崎町の民俗

ぶ
。
ツ
ツ
ミ
と
は
き
れ
に
細
工
を
し
、
底
に
人
形
を
つ
け
た
り
、
四
隅
に
房
を
垂
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
で
は
手
作
り
の
ツ

ツ
ミ
で
は
な
く
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
柳
の
木
に
飾
り
付
け
て
い
る
。
ラ
ー
メ
ン
や
電
卓
な
ど
も
飾
っ
て
い
る
。
こ
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
は

各
家
庭
か
ら
持
参
す
る
。
マ
ユ
ダ
マ
は
、
宿
で
は
仲
間
柱
へ
く
く
り
、
神
社
で
は
拝
殿
の
四
隅
の
柱
に
く
く
る
。
宿
の
床
の
間
に
鏡
餅

を
供
え
る
。
夜
は
ヨ
ミ
ヤ
（
宵
宮
）
と
い
っ
て
、
余
興
を
す
る
。
以
前
は
宿
に
芝
居
や
浪
花
節
を
呼
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
で

余
興
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
余
興
は
各
組
交
代
で
担
当
し
、
余
興
係
は
三
人
い
た
。
芸
人
は
京
都
や
草
津
か
ら
招
い
た
。
買

い
物
係
り
は
長
浜
へ
行
き
、
馳
走
を

振
る
舞
っ
た
。
小
豆
餅
や
膳
を
出
し

た
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

一
八
日
は
朝
の
六
時
半
に
叩
き
鐘
を

す
る
。
昔
は
朝
の
五
時
に
神
社
へ
お

参
り
し
て
い
た
。
七
時
か
ら
神
社
へ

鏡
餅
や
マ
ユ
ダ
マ
を
持
っ
て
行
く
。

一
〇
時
か
ら
宿
で
本
膳
の
座
が
あ

る
。
か
つ
て
は
オ
ト
ナ
は
裃
を
着

た
。

　
一
一
時
半
か
ら
公
民
館
で
舞
わ
れ

る
獅
子
舞
（
伊
勢
神
楽
）
は
、
三
〇

写真 6-2　マユダマ（2009年 1月、辰巳撮影）

写真 6-3　 マユダマにつけた短冊（2009年 1月、辰
巳撮影）
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分
か
ら
四
〇
分
か
け
て
舞
わ
れ

る
。
獅
子
舞
は
各
家
の
前
で
も

舞
わ
れ
、
舞
い
終
わ
っ
た
後
に

は
お
守
り
や
タ
オ
ル
を
く
れ
る
。

獅
子
舞
は
渋
谷
章
社
中
が
踊
っ

て
く
れ
る
。
お
守
り
は
神
棚
と

炊
事
場
に
置
く
分
を
も
ら
う
。

昔
は
家
で
ご
飯
を
食
べ
て
も

ら
っ
て
い
た
。
各
家
が
出
す
値

段
に
よ
っ
て
踊
り
方
が
違
う
。

獅
子
舞
を
踊
る
渋
谷
さ
ん
の
弟

が
製
麺
所
を
し
て
お
り
、
麺
を

配
っ
て
い
た
と
き
も
あ
っ
た
。

平
成
二
一
年
か
ら
は
公
民
館
で
の
獅
子
舞
は
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
一
三
時
か
ら
神
社
で
祭
典
を
お
こ
な
う
。『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
叩
き
鉦
四
つ
と
ポ
ン
ポ
ロ
太
鼓
を
叩
く
。
各
組
に
太

鼓
が
あ
る
。
神
主
・
自
治
会
長
・
総
代
・
宿
の
当
番
が
祭
典
を
お
こ
な
い
、
献
饌
を
す
る
。
昔
は
四
人
の
女
の
子
が
担
当
し
て
い
た
。

案
内
組
は
、
献
饌
の
と
き
も
撤
饌
の
と
き
も
最
後
に
行
く
。
祭
典
が
終
わ
る
と
、
か
つ
て
は
マ
ユ
ダ
マ
は
辻
で
ち
ぎ
っ
て
与
え
た
。
鏡

餅
は
宿
に
持
ち
帰
り
宿
で
分
け
た
。
今
で
は
柳
の
木
を
公
民
館
へ
運
び
、
奉
納
し
た
柳
の
枝
を
皆
で
分
け
て
持
ち
帰
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
学
校
を
早
引
き
し
、
お
も
ち
ゃ
を
も
ら
い
に
行
っ
て
い
た
。
お
も
ち
ゃ
の
数
も
昔
は
各
家
の
人
数
分
だ
っ
た
が
、
現

写真 6-4　 マユダマにつけたラーメン（2009年 1月、
辰巳撮影）

写真 6-5　 獅子舞でいただくお札（2009年 1月、辰
巳撮影）
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在
で
は
各
家
に
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
オ
コ
ナ
イ
が
終
わ
る
と
、
次
の
宿
に
ト
ウ
オ
ク
リ
を
す
る
。
こ
の
日
、
オ
ト
ナ
は
各
組
の
宿
を

回
っ
て
ご
馳
走
に
な
る
。
一
九
日
に
後
片
付
け
を
し
た
。

神
事
（
ジ
ン
ジ
）　
三
月
三
日
と
九
月
九
日
。
四
組
の
オ
ト
ナ
の
カ
シ
ラ
を
一
名
ず
つ
招
待
す
る
。
長
男
が
で
き
る
と
、
神
事
の
日
に

酒
を
組
へ
出
す
。
ヨ
シ
の
先
に
米
を
包
ん
だ
紙
を
挟
む
。
こ
れ
を
一
二
本
作
る
。
閏
年
は
一
三
本
作
る
。

春
祭
り
　
四
月
一
日
。

秋
祭
り
　
九
月
一
日
、
五
社
神
社
で
早

崎
の
秋
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
湯
の

花
祭
り
と
い
う
。
午
前
一
〇
時
か
ら
神

社
で
式
典
が
あ
る
。
湖
北
町
（
現
在
の

長
浜
市
）
の
神
社
か
ら
来
た
女
性
が
舞

を
舞
う
。
四
斗
の
釜
で
湯
を
沸
か
し
、

お
神
酒
と
塩
と
洗
米
を
入
れ
て
、
美
濃

紙
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
た
笹
の
葉
を

湯
の
中
へ
つ
け
な
が
ら
舞
う
人
が
ぱ
っ

ぱ
っ
と
振
る
。
参
拝
者
は
頭
を
下
げ
て

湯
を
か
け
て
も
ら
う
。
か
け
ら
れ
た
ら

怖
い
か
ら
下
が
る
が
、
か
け
て
も
ら
う

た
め
に
前
へ
行
く
。
お
参
り
に
行
く
人

写真 6-6　五社神社での祭典（2009年 1月、辰巳撮影）

写真 6-7　五社神社での祭典（2009年 1月、辰巳撮影）
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在
で
は
各
家
に
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
オ
コ
ナ
イ
が
終
わ
る
と
、
次
の
宿
に
ト
ウ
オ
ク
リ
を
す
る
。
こ
の
日
、
オ
ト
ナ
は
各
組
の
宿
を

回
っ
て
ご
馳
走
に
な
る
。
一
九
日
に
後
片
付
け
を
し
た
。

神
事
（
ジ
ン
ジ
）　
三
月
三
日
と
九
月
九
日
。
四
組
の
オ
ト
ナ
の
カ
シ
ラ
を
一
名
ず
つ
招
待
す
る
。
長
男
が
で
き
る
と
、
神
事
の
日
に

酒
を
組
へ
出
す
。
ヨ
シ
の
先
に
米
を
包
ん
だ
紙
を
挟
む
。
こ
れ
を
一
二
本
作
る
。
閏
年
は
一
三
本
作
る
。

春
祭
り
　
四
月
一
日
。

秋
祭
り
　
九
月
一
日
、
五
社
神
社
で
早

崎
の
秋
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
湯
の

花
祭
り
と
い
う
。
午
前
一
〇
時
か
ら
神

社
で
式
典
が
あ
る
。
湖
北
町
（
現
在
の

長
浜
市
）
の
神
社
か
ら
来
た
女
性
が
舞

を
舞
う
。
四
斗
の
釜
で
湯
を
沸
か
し
、

お
神
酒
と
塩
と
洗
米
を
入
れ
て
、
美
濃

紙
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
た
笹
の
葉
を

湯
の
中
へ
つ
け
な
が
ら
舞
う
人
が
ぱ
っ

ぱ
っ
と
振
る
。
参
拝
者
は
頭
を
下
げ
て

湯
を
か
け
て
も
ら
う
。
か
け
ら
れ
た
ら

怖
い
か
ら
下
が
る
が
、
か
け
て
も
ら
う

た
め
に
前
へ
行
く
。
お
参
り
に
行
く
人

写真 6-6　五社神社での祭典（2009年 1月、辰巳撮影）

写真 6-7　五社神社での祭典（2009年 1月、辰巳撮影）
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は
や
か
ん
を
持
っ
て
行
き
、
湯
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
帰
り
、
自
宅
で
お
茶
を
沸
か
し
て
飲
む
。
湯
の
ま
ま
で
飲
む
人
も
い
る
。
祭
り
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
公
民
館
で
宴
会
を
す
る
。
昔
は
区
長
の
家
で
宴
会
を
し
て
い
た
。
神
主
・
三
役
・
舞
っ
て
く
れ
た
人
・
神
役
・
五
社

神
社
の
総
代
を
招
く
。
昔
は
こ
の
祭
り
で
、
五
・
六
年
生
の
女
の
子
が
お
稚
児
さ
ん
を
し
て
い
た
。
今
は
五
・
六
年
生
で
一
〇
人
も
い
な

い
の
で
お
稚
児
さ
ん
は
し
て
い
な
い
。

２
　
早
崎
の
寺
院
と
行
事

要
誓
寺
　
早
崎
の
檀
那
寺
。
室
町
時
代
の
平
内
道
場
に
始
ま
る
。
江
戸
時
代
に
は
要

誓
寺
は
天
台
宗
か
ら
浄
土
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
末
）
に
な
っ
た
〔
早
崎
　

一
九
九
三
〕。

　
竹
生
島
宝
厳
寺
は
真
言
宗
で
あ
る
が
、
互
い
に
行
き
来
は
あ
る
。
鐘
楼
は
宝
厳
寺

か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

花
祭
り
　
四
月
八
日
。
釈
迦
の
誕
生
日
を
祝
う
行
事
。
要
誓
寺
の
住
職
が
イ
ン
ド
で

買
っ
て
き
た
金
属
製
の
仏
像
に
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
か
け
る
。
昔
は
甘
茶
を
か
け
て
、
仏

像
の
下
に
置
い
た
お
盆
に
溜
ま
っ
た
甘
茶
を
飲
ん
で
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
た
。
四

月
の
花
祭
り
は
早
崎
だ
け
の
行
事
。

　
五
月
の
花
祭
り
は
周
辺
地
域
と
合
同
の
行
事
。
花
祭
り
行
進
曲
を
流
し
、
大
き
い

白
い
象
の
上
に
釈
迦
の
像
を
載
せ
て
、
台
車
で
引
っ
張
る
。
小
学
校
の
体
育
館
へ
行

き
、
代
表
の
男
の
子
と
女
の
子
が
甘
茶
を
か
け
る
。
昔
は
甘
茶
を
煮
出
し
て
か
け
て

い
た
が
、
今
は
不
衛
生
と
い
う
意
見
が
出
て
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
買
っ
て
き
て
か
け
て
い

写真 6-8　要誓寺の梵鐘（2008年 8月、藤井撮影）
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る
。
象
は
象
小
屋
に
し
ま
っ
て
あ
る
。

報
恩
講
　
秋
に
は
報
恩
講
を
す
る
。

３
　
小
祠
な
ど

中
の
宮
　
古
く
か
ら
早
崎
に
あ
る
仏
堂
。
中
に
観
音
菩
薩
・
阿
弥
陀
如
来
・
勢
至
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
中
の
宮
の
管
理
は
五
社

神
社
の
オ
コ
ナ
イ
組
か
ら
若
者
が
交
代
で
お
こ
な
う
。
正
月
や
盆
に
お
勤
め
を
す
る
。

地
蔵
　
集
落
内
の
辻
々
に
お
地
蔵
さ
ん

が
あ
る
。
三
・
四
か
所
あ
る
。
地
蔵
盆

に
は
代
表
的
な
と
こ
ろ
へ
集
ま
っ
て
お

勤
め
す
る
。
要
誓
寺
の
住
職
が
行
く
。

子
ど
も
が
導
師
を
す
る
。
朝
九
時
ご
ろ

か
ら
子
ど
も
た
ち
が
手
分
け
を
し
て
、

家
々
を
回
り
供
物
を
も
ら
い
に
行
く
。

お
菓
子
や
お
金
を
も
ら
う
。
保
護
者
が

公
民
館
に
集
ま
っ
て
カ
レ
ー
な
ど
を

作
っ
て
い
る
。
昼
に
子
ど
も
た
ち
が
こ

こ
で
食
べ
て
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
遊

び
、
一
七
時
ご
ろ
か
ら
要
誓
寺
へ
集
め

て
お
勤
め
の
練
習
を
す
る
。
そ
れ
か
ら

写真 6-9　中の宮（2008年 8月、藤井撮影）

写真 6-10　地蔵（2008年 8月、辰巳撮影）



 ― 373 ― 

滋賀県長浜市早崎町の民俗

る
。
象
は
象
小
屋
に
し
ま
っ
て
あ
る
。

報
恩
講
　
秋
に
は
報
恩
講
を
す
る
。

３
　
小
祠
な
ど

中
の
宮
　
古
く
か
ら
早
崎
に
あ
る
仏
堂
。
中
に
観
音
菩
薩
・
阿
弥
陀
如
来
・
勢
至
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
中
の
宮
の
管
理
は
五
社

神
社
の
オ
コ
ナ
イ
組
か
ら
若
者
が
交
代
で
お
こ
な
う
。
正
月
や
盆
に
お
勤
め
を
す
る
。

地
蔵
　
集
落
内
の
辻
々
に
お
地
蔵
さ
ん

が
あ
る
。
三
・
四
か
所
あ
る
。
地
蔵
盆

に
は
代
表
的
な
と
こ
ろ
へ
集
ま
っ
て
お

勤
め
す
る
。
要
誓
寺
の
住
職
が
行
く
。

子
ど
も
が
導
師
を
す
る
。
朝
九
時
ご
ろ

か
ら
子
ど
も
た
ち
が
手
分
け
を
し
て
、

家
々
を
回
り
供
物
を
も
ら
い
に
行
く
。

お
菓
子
や
お
金
を
も
ら
う
。
保
護
者
が

公
民
館
に
集
ま
っ
て
カ
レ
ー
な
ど
を

作
っ
て
い
る
。
昼
に
子
ど
も
た
ち
が
こ

こ
で
食
べ
て
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
遊

び
、
一
七
時
ご
ろ
か
ら
要
誓
寺
へ
集
め

て
お
勤
め
の
練
習
を
す
る
。
そ
れ
か
ら

写真 6-9　中の宮（2008年 8月、藤井撮影）

写真 6-10　地蔵（2008年 8月、辰巳撮影）
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お
地
蔵
さ
ん
の
あ
る
家
に
行
き
、
お
内
仏

で
お
勤
め
を
す
る
。
も
ら
っ
た
お
金
を
清

算
し
、
水
辺
で
花
火
を
し
、
公
民
館
で
焼

肉
を
食
べ
る
。
も
ら
っ
た
お
金
で
は
足
り

な
い
の
で
、
会
費
制
に
し
て
い
る
。
供
え

物
は
ス
イ
カ
や
マ
ク
ワ
な
ど
で
あ
っ
た

が
、
今
は
ス
ー
パ
ー
で
地
蔵
盆
用
の
お
菓

子
を
売
っ
て
い
る
。
地
蔵
さ
ん
は
子
ど
も

が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
り
す
る
と
タ
ッ
パ

イ
ス
ル
人
も
い
る
。
公
民
館
裏
に
あ
る
地

蔵
は
屋
敷
を
作
る
際
に
出
現
し
、
そ
れ
か

ら
祀
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
近
く
の
家
の

方
が
管
理
し
て
い
る
。

七
　
年
中
行
事

正
月
　
か
つ
て
は
門
松
や
し
め
飾
り
も
し
て
い
た
が
、
最
近
は
し
て
い
る
家
は
少
な
い
。
鏡
餅
は
イ
ケ
の
ほ
か
、
ミ
シ
ン
、
テ
レ
ビ
の

上
に
も
お
い
て
い
た
。
農
機
具
で
も
脱
穀
機
な
ど
の
大
き
な
も
の
に
は
供
え
た
。
船
に
も
供
え
た
。
初
詣
に
は
五
社
神
社
に
お
参
り
し

て
か
ら
要
誓
寺
に
挨
拶
に
行
く
。
嫁
に
出
た
人
は
正
月
と
盆
に
必
ず
要
誓
寺
へ
お
参
り
す
る
。
オ
ブ
ク
サ
ン
と
い
っ
て
米
一
升
な
ど
を

持
っ
て
行
く
。
正
月
は
一
五
日
ご
ろ
ま
で
。
三
々
五
々
行
く
。

写真 6-11　地蔵（2008年 8月、辰巳撮影）

写真 6-12　地蔵（2008年 8月、辰巳撮影）
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滋賀県長浜市早崎町の民俗

島
年
頭
　
一
月
四
日
。
竹
生
島
へ
米
を
奉
納
し
、
寺
院
と
神
社
に
挨
拶
を
す
る
。（「
竹
生
島
と
周
辺
地
域
の
か
か
わ
り
」
に
記
載
）

節
分
　
各
家
庭
で
豆
撒
き
を
お
こ
な
う
。

神
事
　
三
月
三
日
。

ひ
な
祭
り
　
女
の
子
が
い
る
家
庭
で
は
ひ
な
壇
に
人
形
を
飾
っ
た
り
す
る
。

春
の
彼
岸
　
墓
へ
参
る
。

春
祭
り
　
四
月
一
日
。
五
社
神
社
で
お
こ
な
う
。

花
祭
り
　
四
月
八
日
。
要
誓
寺
で
お
こ
な
う
。

寅
祭
り
　（「
竹
生
島
と
周
辺
地
域
の
か
か
わ
り
」
に
記
載
）

七
夕
　
笹
を
と
っ
て
き
て
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
飾
る
。

盆
　
盆
は
一
三
・
一
四
・
一
五
日
。
一
四
・
一
五
日
が
中
心
。
仏
の
迎
え
、
送
り
は
な
い
。
施
餓
鬼
棚
も
な
い
。
墓
へ
参
る
。

蓮
華
会
　（「
竹
生
島
と
周
辺
地
域
の
か
か
わ
り
」
に
記
載
）

秋
祭
り
　
九
月
一
日
。
五
社
神
社
で
お
こ
な
う
。

神
事
　
九
月
九
日
。

秋
の
彼
岸
　
墓
へ
参
る
。

八
　
人
生
儀
礼

１
　
産
育

①
　
妊
娠
に
関
す
る
習
俗

妊
娠
を
知
っ
た
と
き
　
嫁
の
実
家
が
戌
の
日
の
腹
帯
を
用
意
す
る
。
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妊
娠
中
の
祝
い
　
嫁
の
親
が
お
金
と
菓
子
箱
を
持
っ
て
く
る
。

妊
娠
中
の
禁
忌
　
確
認
で
き
ず
。

安
産
祈
願
　
神
社
に
参
拝
す
る
。
参
り
先
は
嫁
の
実
家
が
氏
子
入
り
し
て
い
る
神
社
や
、
早
崎
の
五
社
神
社
で
あ
る
。

里
帰
り
　
出
産
予
定
日
の
一
か
月
前
に
実
家
に
帰
り
、
名
付
け
の
前
日
ま
で
婿
の
家
に
戻
ら
な
い
。
第
二
子
以
降
の
出
産
の
場
合
は
、

他
の
子
を
婿
の
家
に
お
い
て
里
帰
り
す
る
。
な
お
、
里
帰
り
を
行
わ
ず
嫁
入
り
先
の
家
で
出
産
す
る
場
合
も
あ
る
。

②
　
出
産
に
関
す
る
習
俗

出
産
の
方
法
　
多
く
は
嫁
の
実
家
の
寝
間
で
、
寝
産
の
か
た
ち
で
産
婆
さ
ん
を
呼
ん
で
出
産
し
て
い
た
。
産
小
屋
は
な
い
。
現
在
は
病

院
で
の
出
産
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

後
産
の
処
理
　
ネ
ド
コ
ア
ゲ
の
日
に
タ
オ
ケ
に
後
産
を
入
れ
、
墓
場
に
も
っ
て
い
き
、
穴
を
掘
り
埋
め
た
。
こ
れ
は
婿
の
仕
事
で
あ

る
。
便
所
に
流
し
た
り
、
簡
単
に
捨
て
た
り
す
る
と
「
も
っ
た
い
な
い
」
た
め
。

産
の
忌
　
嫁
だ
け
は
、
宮
参
り
ま
で
は
宮
に
行
か
な
い
。
ま
た
、
七
〇
日
間
（
＝
ユ
ミ
）
重
い
物
は
持
た
な
い
。
子
宮
が
収
縮
す
る
・

お
乳
が
出
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
半
ユ
ミ
（
＝
一
か
月
ほ
ど
）
か
ら
は
多
少
働
く
。
ま
た
、
お
産
後
は
血
が
若
く
、
賑
や
か
な
と
こ

ろ
に
行
く
と
血
が
混
じ
る
と
さ
れ
、
嫁
は
賑
や
か
な
場
所
に
は
い
か
な
い
。
ネ
ド
コ
ア
ゲ
の
食
事
に
も
出
な
い
。
こ
れ
は
、
妊
婦
は
血

が
け
が
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
妊
婦
の
体
へ
の
配
慮
で
あ
り
、
実
際
に
は
「
け
が
れ
て
い
る
」
と
い
う

強
い
概
念
は
な
い
。

出
産
祝
い
　
親
戚
や
近
所
の
人
に
、
ベ
ビ
ー
服
や
お
金
を
貰
っ
た
。
そ
の
お
返
し
と
し
て
、
ハ
ラ
ワ
タ
モ
チ
と
い
う
小
さ
な
餅
を
重
箱

に
詰
め
、
祝
い
に
訪
れ
た
人
に
渡
す
。
ハ
ラ
ワ
タ
モ
チ
に
は
「
お
乳
が
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
。
力
が
出
る
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
嫁
の
実
家
が
用
意
す
る
。
現
在
は
紅
白
の
餅
の
形
を
し
た
砂
糖
を
振
る
舞
う
。

③
　
子
育
て
と
祝
い
に
関
す
る
習
俗
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滋賀県長浜市早崎町の民俗

名
付
け
　
命
名
権
は
夫
婦
に
あ
る
。
舅
、
姑
に
相
談
し
て
決
め

る
こ
と
も
あ
る
。

ナ
ビ
ロ
メ
（
名
披
露
目
）　
名
付
け
披
露
・
名
付
け
の
披
露
・

名
披
露
と
も
い
う
。
近
所
の
人
（
一
戸
に
一
人
）、
血
縁
者

（
一
戸
に
二
人
）
な
ど
血
縁
の
深
い
人
、
出
産
祝
い
を
く
れ
た

人
を
呼
び
、
座
敷
で
子
の
名
を
披
露
す
る
。
子
ど
も
は
仲
人
の

嫁
が
抱
く
。
嫁
、
婿
は
奥
に
ひ
っ
こ
む
か
給
仕
を
す
る
。
仲
人

（
夫
）
は
何
も
し
な
い
。

　
子
の
名
を
書
い
た
半
紙
を
長
押
に
貼
る
。
子
ど
も
に
は
紋
付

の
産
着
を
着
せ
る
。
名
を
書
い
た
紙
を
貼
っ
た
鍋
や
や
か
ん
、
皿
を
配
る
。

　
日
取
り
は
、
七
日
の
ネ
ド
コ
ア
ゲ
の
日
・
生
後
約
三
十
日
後
・
宮
参
り
ま
で
、
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
二
子
以
下
は
行
わ
な
い
・

行
っ
て
も
盛
大
さ
に
欠
け
る
披
露
を
す
る
・
物
を
配
る
だ
け
な
ど
、
子
に
よ
っ
て
差
異
を
設
け
る
場
合
も
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
行
事
は
字
の
規
約
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

宮
参
り
　
嫁
の
実
家
が
用
意
し
た
産
着
を
着
せ
、
五
社
神
社
に
て
宮
参
り
を
お
こ
な
う
。
参
加
者
は
姑
・
嫁
・
子
の
場
合
と
、
姑
と
子

の
二
通
り
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
嫁
は
穢
れ
て
い
る
た
め
参
加
し
な
い
と
い
う
。
な
お
、
両
者
と
も
子
は
姑
が
抱
く
。
な
お
、
現
在

は
婿
も
加
え
、
四
人
で
行
く
こ
と
も
あ
る
。
宮
参
り
の
後
、
寺
で
お
米
を
一
升
寺
に
持
っ
て
行
き
、
お
参
り
や
御
焼
香
を
す
る
。
日
取

り
も
家
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
り
、
男
児
が
三
十
一
日
目
・
女
児
が
三
十
日
目
と
さ
れ
る
場
合
や
、
男
女
と
も
に
三
十
三
日
目
と
さ
れ
る

場
合
な
ど
が
あ
る
。

食
い
初
め
　
百
日
の
一
粒
食
い
、
百
日
の
御
膳
と
も
い
う
。
生
後
百
日
目
の
子
に
「
子
ど
も
が
元
気
に
、
歯
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
、

写真 8-1　 宮参り時の赤ちゃんと祖
母（姑）
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歯
並
び
が
良
く
な
る
よ
う
に
」
と
白
米
を
食
べ
る
ま
ね
を
さ
せ
る
。
長
男
、
長
子
関
係
な
く
ど
の
子
に
も
お
こ
な
う
儀
礼
。
白
米
で
な

く
赤
飯
の
お
粥
を
用
い
た
り
、
白
米
の
他
に
も
尾
頭
付
き
の
鯛
を
用
意
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
米
や
膳
は
嫁
の
実
家
が
用
意
す

る
。
な
お
、
食
い
初
め
は
家
族
だ
け
で
お
こ
な
う
。
神
社
の
雨
垂
れ
に
あ
る
石
を
持
っ
て
き
て
綺
麗
に
洗
い
、
三
粒
ほ
ど
小
皿
に
乗

せ
、
石
を
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
つ
け
る
家
も
あ
る
。

初
誕
生
　
誕
生
祝
い
の
オ
タ
メ
（
オ
タ
メ
＝
お
返
し
を
す
る
こ
と
）
と
し
て
、
紅
白
の
餅
を
配
る
。
こ
れ
は
嫁
の
実
家
や
分
家
、
仲
人

な
ど
が
集
ま
っ
て
つ
く
か
、
餅
屋
に
頼
む
。「
祝
」
の
印
の
入
っ
た
紅
白
の
餅
。

七
五
三
　
多
賀
大
社
（
多
賀
町
）
や
八
幡
神
社
（
長
浜
市
か
）
に
行
く
。
男
児
は
五
才
と
七
才
、
女
児
は
三
才
と
七
才
の
と
き
に
行

う
。

オ
コ
ナ
イ
組
と
の
関
わ
り
　
長
男
が
生
ま
れ
る
と
、
二
月
の
オ
コ
ナ
イ
ま
で
に
お
宮
に
行
く
。
オ
コ
ナ
イ
組
へ
の
加
入
の
意
思
を
表
す

た
め
、
お
酒
を
三
升
持
っ
て
い
く
。
座
振
舞 （
ザ
ブ
ル
マ
イ
）
と
い
い
、
最
近
ま
で
行
っ
て
い
た
。

生
育
に
関
す
る
食
　
乳
が
よ
く
出
る
よ
う
に
、
ガ
ン
ゾ
（
フ
ナ
の
一
種
）
の
味
噌
汁
や
餅
を
よ
く
食
べ
た
。

２
　
婚
礼

①
　
配
偶
者
の
選
択

配
偶
者
の
選
択
　
以
前
は
見
合
い
結
婚
が
主
流
で
あ
り
、
仲
人
に
よ
り
配
偶
者
が
選
ば
れ
て
い
た
。
見
合
い
で
な
く
、
恋
愛
結
婚
の
場

合
も
仲
人
は
立
て
ら
れ
た
。

通
婚
圏
　
特
に
定
ま
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
実
際
は
一
つ
二
つ
隣
の
地
域
ま
で
が
多
い
。

　
早
崎
は
八
〇
年
以
上
干
ば
つ
や
水
害
が
多
く
、
他
地
域
か
ら
嫁
に
来
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
字
同
士
の
結
婚
が
多
か
っ
た

と
い
う
。
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仲
人
　
男
女
の
出
会
い
の
仲
介
役
と
な
る
仲
人
を
ハ
シ
カ
ケ
仲
人
と
い
う
。
ナ
カ
ド

サ
ン
、
ナ
カ
ド
オ
ヤ
と
も
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
既
に
結
婚
の
意
志
の
あ
る
男
女
に
対

し
、
後
か
ら
仲
人
役
を
頼
ま
れ
た
仲
人
は
頼
ま
れ
仲
人
と
呼
ば
れ
る
。
両
者
と
も
婿

の
親
の
親
類
や
知
り
合
い
で
あ
る
。
仲
人
は
婿
の
親
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
配
偶
者

を
親
類
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
見
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
仲
人
は
既
婚
者
で
あ

り
、
夫
婦
一
対
と
し
て
男
女
の
世
話
を
お
こ
な
う
。

　
ハ
シ
カ
ケ
仲
人
は
世
話
を
し
た
夫
婦
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
ウ
チ
と
な
り
、
生
涯
責
任
を

持
つ
。
仲
人
側
も
夫
婦
側
も
そ
の
意
識
が
強
く
、
親
同
様
の
結
び
付
き
が
生
ま
れ
る
。

世
話
を
し
た
夫
婦
か
ら
は
「
ニ
イ
サ
ン
」「
ネ
エ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
平
成
二
〇
年

（
二
〇
〇
八
）
か
ら
禁
止
に
な
っ
た
た
め
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
正
月
に
は
ネ
ン

ト
ウ
、
盆
に
は
ボ
ン
レ
イ
と
い
っ
た
御
中
元
を
仲
人
に
渡
し
て
い
た
。

②
　
婚
約

結
納
　
嫁
側
が
婿
側
に
渡
す
（
婿
入
り
の
場
合
は
逆
と
な
る
）。
金
の
ほ
か
、
縁
起
物

の
置
物
も
渡
さ
れ
た
。
金
は
熨
斗
紙
で
覆
い
、
女
側
が
納
め
る
際
に
は
緑
や
青
の
紙
、
男
側
が
納
め
る
際
に
は
赤
の
紙
を
用
い
た
。
こ

れ
は
結
納
返
し
に
も
当
て
は
ま
る
。
結
納
返
し
は
大
抵
結
納
の
一
割
の
金
額
で
、
紙
の
大
き
さ
も
十
分
の
一
で
良
い
。
な
お
、
結
納
金

の
一
割
は
仲
人
に
譲
渡
さ
れ
る
。

　
男
性
の
仲
人
が
婿
側
か
ら
結
納
品
を
受
け
取
り
、
嫁
の
家
へ
持
っ
て
い
く
。
た
だ
結
納
の
品
を
渡
す
だ
け
で
な
く
、
食
事
が
振
舞
わ

れ
る
。
仲
人
に
は
監
視
役
と
し
て
「
目
明
か
し
役
」
が
一
人
か
二
人
付
く
。
目
明
か
し
役
は
婿
（
婿
入
り
の
場
合
は
嫁
）
の
親
族
か
ら

選
ば
れ
、
仲
人
が
結
納
金
を
渡
し
、
受
領
書
を
貰
う
ま
で
付
き
添
う
。
目
明
か
し
役
の
食
事
や
礼
も
必
要
に
な
る
た
め
、
現
在
は
こ
の 写真 8-2　結納の品々
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役
を
省
く
こ
と
も
あ
る
。

③
　
婚
姻
の
成
立

婚
姻
の
披
露
　
親
戚
、
縁
者
を
呼
び
婿
の
家
で
お
こ
な
う
。
嫁
が
婿
の
家
に

来
る
際
は
、
公
民
館
で
車
か
ら
降
り
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
家
へ
と
向
か
っ

た
。
嫁
入
り
の
時
間
は
一
六
時
か
ら
一
七
時
で
、
提
灯
で
前
を
照
ら
し
て
歩

い
た
。
家
に
着
く
ま
で
、
嫁
の
親
戚
が
嫁
入
り
行
列
を
見
に
来
た
人
に
キ
ャ

ラ
メ
ル
な
ど
の
菓
子
を
配
っ
た
。
昔
は

鳥
居
の
方
か
ら
入
っ
て
き
て
、
村
の
入

り
口
か
ら
歩
い
た
。

　
嫁
を
先
導
す
る
の
は
女
性
の
仲
人
で

あ
る
。
仲
人
に
連
れ
ら
れ
仏
壇
に
参
っ

た
後
、
寝
間
で
夫
婦
の
盃
・
親
子
の
盃

を
交
わ
す
。
指
輪
の
交
換
も
こ
こ
で
行

う
。
進
行
は
仲
人
が
行
い
、
家
の
者
は

給
仕
に
回
る
。
座
順
は
、
右
に
血
族
、

左
に
遠
い
親
戚
と
連
れ
、
床
柱
（
上

座
）
に
は
婿
の
連
れ
が
座
る
。
仲
人
や

夫
婦
の
席
は
な
く
、
玄
関
口
に
座
る
。

嫁
入
り
道
具
　
た
ら
い
（
洗
濯
用
、
お

写真 8-3　嫁入り道具を運び込む様子

写真 8-4　嫁入り道具を運び込む様子

仏壇

床柱

右：血族左：遠い親戚、
　　婿の連れ

婿
の

同
級
生

血
の
濃
さ

濃↔

薄
机

図 8-1　座席の位置
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産
用
）、
た
ん
す
、
布
団
、
長
持
、
座
布
団
、
下
駄
箱
、
洗
濯
機
、
ミ
シ
ン
、
鏡
台
、

張
板
、
着
物
な
ど
。
嫁
入
り
の
朝
に
歌
い
な
が
ら
運
ん
だ
。
こ
の
歌
は
伊
勢
音
頭
や
、

長
持
歌
と
呼
ば
れ
る
歌
で
あ
る
。
車
へ
積
み
込
む
ま
で
は
嫁
の
親
戚
が
、
公
民
館
で

荷
を
降
ろ
し
て
か
ら
は
婿
の
親
戚
が
行
列
を
組
ん
で
家
ま
で
運
ぶ
。
嫁
側
は
、
荷
運

び
の
礼
と
し
て
オ
チ
ツ
キ
モ
チ
と
い
う
あ
ん
こ
ろ
も
ち
を
用
意
し
、
婿
側
の
親
戚
に

渡
し
た
。

④
　
婚
姻
成
立
後
の
儀
礼

結
婚
式
直
後
の
動
き
　
日
程
や
期
間
等
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
式
の
翌
日
以
降
に

親
戚
家
へ
の
挨
拶
回
り
や
嫁
の
里
帰
り
（
初
帰
り
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
宮
参
り
や

寺
参
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

里
帰
り
　
嫁
入
り
後
す
ぐ
の
初
帰
り
、
盆
と
正
月
に
里
帰
り
す
る
。
子
も
連
れ
て
帰

る
。
田
植
え
を
手
伝
う
た
め
に
帰
る
こ
と
も
あ
る
。

主
婦
権
の
移
行
　
嫁
入
り
し
た
ら
す
ぐ
に
親
夫
婦
は
離
れ
に
隠
居
し
、
息
子
夫
婦
が

母
屋
で
暮
ら
す
。
た
だ
し
、
嫁
が
す
ぐ
に
母
屋
に
入
る
の
は
責
任
が
重
い
と
考
え
、
嫁
入
り
後
五
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
移
動
す
る
場
合

も
あ
っ
た
。

３
　
葬
制
・
墓
制

①
　
出
棺
ま
で

遺
体
の
処
理
　
寝
間
に
安
置
し
、
枕
も
と
の
机
の
上
に
香
炉
、
鶴
亀
の
蝋
燭
立
て
を
置
く
。
一
晩
ず
っ
と
線
香
を
焚
き
、
火
を
絶
や
さ 写真 8-5　嫁入り道具を運び込む様子
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産
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な
い
。
こ
れ
に
は
女
性
が
付
き
添
う
こ
と
が
多
い
。

　
昔
は
三
、四
人
で
湯
灌
を
し
た
が
、
今
は
病
院
が
湯
灌
を
す
る
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
で
拭
く
程
度
で
あ
る
。
友
引
の
日
の
葬
式
に
は
、

納
棺
時
に
わ
ら
で
作
っ
た
人
形
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

家
族
・
ム
ラ
人
の
動
き
　
家
族
、
血
の
繋
が
り
の
近
い
者
が
遺
体
を
傍
で
お
守
り
す
る
。
隣
近
所
の
家
や
親
戚
が
式
の
準
備
を
進
行
す

る
。
食
事
を
作
っ
た
り
、
家
に
な
い
葬
式
に
必
要
な
道
具
や
白
装
束
、
三
役
の
服
、
臨
時
仏
を
寺
に
借
り
に
行
っ
た
り
す
る
。
一
戸
に

つ
き
当
主
と
そ
の
嫁
の
男
一
人
、
女
一
人
を
葬
式
準
備
に
出
す
。
男
は
祭
壇
作
り
、
女
は
食
事
作
り
を
担
当
す
る
。

臨
時
仏
　
門
徒
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
家
の
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
る
掛
け
軸
。
寺
か
ら
貸
し
出
さ
れ
る
。
京
都
の
本
願
寺
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
も
の
。
葬
式
の
前
に
寺
に
取
り
に
行
く
。
大
き
な
傘
を
差
し
て
裃
を
つ
け
、
目
よ
り
上
に
掲
げ
押
し
戴
く
。
喪
主
は
葬
式
後
、

荼だ
び毘
前
に
こ
れ
を
寺
に
返
し
て
勤
行
を
し
た
後
、
焼
き
場
に
戻
る
。

水
盃
（
ミ
ズ
サ
カ
ズ
キ
）　
勤
経
の
後
、
参
列
者
が
喪
主
、
住
職
と
酌
み
交
わ
す
。
水
、
も
し

く
は
酒
。

②
　
出
棺
か
ら
埋
葬
ま
で

出
棺
　
図
の
よ
う
に
出
棺
す
る
。
玄
関
の
戸
口
は
全
て
開
け
る
。

葬
列
　
霊
柩
車
は
寺
か
ら
北
へ
出
る
。
土
葬
の
と
き
は
寺
か
ら
南
へ
出
た
。
火
葬
場
は
北
な
の

で
北
へ
出
る
。
葬
列
の
順
番
は
以
下
の
通
り
。

①
　
隣
近
所
の
婦
人
【
十
人
ほ
ど
】

②
　
当
家
の
親
族
（
婦
人
）

③
　
喪
主
の
夫
人

④
　
僧
侶
、
朱
傘
役

遺体

寝間 口寝間

口座敷
（表）

納戸

玄関座敷

図 8-2　出棺のルート
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⑤
　
三
役
（
花
・
蝋
燭
・
香
炉
）【
三
人
】

⑥
　
提
灯
役
【
一
人
】

⑦
　
輿
添
【
四
〜
六
人
】

⑧
　
提
灯
役
【
一
人
】

⑨
　
親
族
・
縁
者

⑩
　
一
般
会
葬
者

図 8-3　ヤナボウシ 

3.5 ～ 4cm3.5 ～ 4cm

10cm10cm

図 8-4　輿添担当者の配置

棺 後前

縄

番号順に血の繋がりが濃い。
1は喪主。

1342
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①
　
昔
は
和
服
と
カ
イ
ズ
キ
、
念
珠
、
ヤ
ナ
ボ
ウ
シ
を
身
に
つ
け
た
。
今
は
黒
の
礼
服
が
多
い
。
カ
イ
ズ
キ
は
薄
い
布
で
出
来
た
被
り

物
で
あ
る
。
ヤ
ナ
ボ
ウ
シ
と
は
、
葬
式
の
時
に
女
性
が
付
け
る
髪
飾
り
で
、
一
〇
×
三
・
五
〜
四
セ
ン
チ
の
白
い
布
を
扇
形
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
ヤ
ナ
ボ
ウ
シ
は
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
ま
で
嫁
入
の
必
需
品
で
あ
っ
た
。
小
間
物
屋
に
売
っ
て
い
た
。

①
〜
③
　
昔
は
足
袋
裸
足
、
も
し
く
は
①
②
は
足
袋
裸
足
で
③
の
み
素
足
。               

⑤
　
当
家
の
子
供
か
孫
が
担
う
。
男
の
子
が
多
か
っ
た
が
最
近
は
女
の
子
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
最
近
は
⑤
に
遺
影
役

が
足
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
服
装
は
、
昔
は
日
常
の
服
で
、
特
別
そ
ろ
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
今
は
学
生
服
に
喪
章
（
黒
い
腕
章
）
を

つ
け
る
。

⑥
⑧
　
提
灯
役
は
、
当
家
の
娘
の
夫
が
担
当
す
る
。

⑥
　
昔
は
白
の
裃
に
わ
ら
草
履
、
今
は
黒
の
礼
服
を
着
る
。

⑦
　
輿
添
は
喪
主
を
は
じ
め
、
息
子
な
ど
血
の
繋
が
り
の
濃
い
男
性

が
担
当
す
る
。
喪
主
は
し
ん
が
り
を
務
め
る
。

　
昔
は
麻
の
裃
を
着
て
、
わ
ら
草
履
を
履
い
た
。
も
し
く
は
裸
足

だ
っ
た
。

⑨
⑩
　
日
常
の
服
に
略
環
袈
裟
を
付
け
る
。
親
族
が
白
の
環
袈
裟
を

つ
け
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
人
は
色
の
つ
い
た
も
の
を
付
け
る
。
白

の
環
袈
裟
は
寺
か
ら
借
り
る
。

略
環
袈
裟
（
リ
ャ
ク
ワ
ゲ
サ
）　
仏
門
の
正
装
の
略
式
。
正
装
以
外
の

服
を
着
る
際
に
こ
れ
を
付
け
る
。
家
族
の
み
で
行
う
法
事
の
と
き
な

ど
に
も
付
け
る
。
こ
の
時
に
は
男
性
は
金
の
略
環
袈
裟
、
女
性
は
紫

写真 8-7　 五七日（イツナノカ）の法要
での服装（2008年 8月、大
森撮影）
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の
略
環
袈
裟
を
付
け
る
。
た
だ
し
、
実
際
は
女
性
は
略
環
袈
裟
を
付
け
な
い
こ
と
が
多
い
。

葬
式
で
の
役
割
　
輿
添
、
輿
添
補
助
、
香
炉
、
鶴
（
＝
蝋
燭
）、
華
、
提

灯
、
写
真
、
墓
標
、
葬
式
鐘
打
ち
、
曲
禄
、
木
沓
、
朱
傘
、
辻
蝋
燭
撤

去
、
輪
た
た
き
、
輪
持
ち
、
受
付
、
水
杯
取
持
、
水
杯
肴
取
り
、
案
内

連
絡
、
カ
メ
ラ
の
役
が
あ
る
。

　
輪
た
た
き
は
、
出
棺
時
と
寺
に
到
着
し
た
際
に
輪
を
叩
い
て
鳴
ら
す
。

肴
取
り
は
水
盃
の
際
に
、
梅
干
し
・
昆
布
・
小
さ
く
切
っ
た
干
し
柿
を

「
お
肴
は
こ
ち
ら
で
」
と
言
っ
て
住
職
と
喪
主
に
取
り
分
け
る
係
で
あ

る
。
こ
の
肴
は
半
紙
を
乗
せ
た

お
盆
の
上
に
置
か
れ
る
。

葬
式
に
使
わ
れ
る
道
具

華
（
花
飾
り
）
…
…
昔
は
各
家

で
葬
式
の
度
に
作
っ
て
い
た
。

今
は
寺
に
そ
れ
を
模
し
た
も
の

が
あ
り
、
貸
し
出
し
を
し
て
い

る
。

　
三
方
に
乗
せ
た
円
柱
の
よ
う

な
も
の
に
も
ち
を
貼
り
付
け
、

ご
ま
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

図 8-5　辻蝋燭

1.2 ～ 1.5ｍ

椿の葉

葦

写真 8-8　華（2008年 8月、大森撮影）

写真 8-9　華



 ― 385 ― 

滋賀県長浜市早崎町の民俗

の
略
環
袈
裟
を
付
け
る
。
た
だ
し
、
実
際
は
女
性
は
略
環
袈
裟
を
付
け
な
い
こ
と
が
多
い
。

葬
式
で
の
役
割
　
輿
添
、
輿
添
補
助
、
香
炉
、
鶴
（
＝
蝋
燭
）、
華
、
提

灯
、
写
真
、
墓
標
、
葬
式
鐘
打
ち
、
曲
禄
、
木
沓
、
朱
傘
、
辻
蝋
燭
撤

去
、
輪
た
た
き
、
輪
持
ち
、
受
付
、
水
杯
取
持
、
水
杯
肴
取
り
、
案
内

連
絡
、
カ
メ
ラ
の
役
が
あ
る
。

　
輪
た
た
き
は
、
出
棺
時
と
寺
に
到
着
し
た
際
に
輪
を
叩
い
て
鳴
ら
す
。

肴
取
り
は
水
盃
の
際
に
、
梅
干
し
・
昆
布
・
小
さ
く
切
っ
た
干
し
柿
を

「
お
肴
は
こ
ち
ら
で
」
と
言
っ
て
住
職
と
喪
主
に
取
り
分
け
る
係
で
あ

る
。
こ
の
肴
は
半
紙
を
乗
せ
た

お
盆
の
上
に
置
か
れ
る
。

葬
式
に
使
わ
れ
る
道
具

華
（
花
飾
り
）
…
…
昔
は
各
家

で
葬
式
の
度
に
作
っ
て
い
た
。

今
は
寺
に
そ
れ
を
模
し
た
も
の

が
あ
り
、
貸
し
出
し
を
し
て
い

る
。

　
三
方
に
乗
せ
た
円
柱
の
よ
う

な
も
の
に
も
ち
を
貼
り
付
け
、

ご
ま
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

図 8-5　辻蝋燭

1.2 ～ 1.5ｍ

椿の葉

葦

写真 8-8　華（2008年 8月、大森撮影）

写真 8-9　華



 ― 386 ― 

書
く
。

提
灯
…
…
葬
式
専

用
の
も
の
を
寺
か

ら
借
り
る
。
現
在

は
安
全
の
た
め
、

灯
は
つ
け
な
い
。

辻
蝋
燭
（
ツ
ジ
ロ

ウ
ソ
ク
）
…
…
葦

の
茎
と
椿
の
葉
で

写真 8-10　 提灯（2008年 8月、大森撮
影）

写真 8-11　 朱傘（2008年 8月、大森撮
影）

写真 8-12　 木沓（2008年 8月、大森撮
影）

写真 8-13　 曲禄（2008年 8月、大森撮
影）
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で
き
た
蝋
燭
。
六
組
十
二
本
を
家
か
ら
寺
ま
で
の
辻
々
に
一
対
ず
つ
置
く
。
本

数
は
必
ず
六
組
十
二
本
で
あ
り
、
辻
の
数
と
合
致
し
な
い
場
合
も
増
減
は
し
な

い
こ
れ
は
葬
式
の
日
に
回
収
さ
れ
る
。

朱
傘
（
シ
ュ
ガ
サ
）
…
…
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
の
朱
色
の
傘
。
雨
で
痛
む
、
な
ど

の
理
由
で
十
年
に
一
度
の
割
合
で
買
い
か
え
る
。

木
沓
（
キ
グ
ツ
）
…
…
葬
式
の
最
中
に
住
職
が
履
く
靴
。

曲
禄
（
キ
ョ
ク
ロ
ク
）
…
…
葬
式
の
最
中
に
住
職
が
座
る
椅
子
。

輪
な
ど
も
、
葬
式
の
時
の
み
使
う
も
の
を
用
い
る
。

墓
地
　
墓
地
は
下
八
木
と
の
境
界
に
共
同
墓
地
が
あ
る
。
早
崎
の
墓
地
は
一
か

所
だ
け
で
単
墓
制
で
あ
る
。
か
つ
て
は
細
い
ヨ
シ
原
の
中
を
歩
い
て
小
一
時
間

か
か
っ
た
。
湖
岸
道
路
が
で
き
る
と
き
に
墓
地
を
整
備
し
た
。
以
前
は
石
碑
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
平
成
に
な
っ
て
立
派
に
な
っ
て
き
た
。
一
軒
に
つ
き
毎

年
二
千
円
も
ら
っ
て
、
早
崎
墓
地
管
理
運
営
委
員
会
で
管
理
す
る
。
外
へ
出
て

い
る
人
は
五
倍
も
ら
う
。
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
ま
で
に
整
備
し
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
墓
地
管
理
委
員
会
を
作
っ

た
。
墓
一
つ
の
面
積
が
二
×
四
m
に
な
っ
た
。
こ
の
数
字
に
意
味
は
な
く
、
土
地
を
七
三
戸
で
割
っ
た
結
果
の
数
字
で
あ
る
。
な
お
、

墓
地
の
位
置
は
昔
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
昔
は
土
葬
し
た
。
葬
場
所
が
狭
く
て
す
む
座
棺
が
主
流
で
あ
り
、
棺
は
白
い
布
で
覆
わ
れ
、
麻
の
紐
で
く
る
ま
れ
た
。
隣
近
所
の
家

長
三
、四
名
が
墓
堀
役
と
し
て
、
前
日
に
穴
を
掘
っ
て
お
く
。
彼
ら
に
は
特
別
な
苦
労
を
頼
む
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
料
理
屋
の
ご
飯

が
振
舞
わ
れ
た
。
葬
式
当
日
、
船
や
リ
ヤ
カ
ー
を
利
用
し
て
墓
場
ま
で
移
動
し
て
埋
葬
が
行
わ
れ
た
。
距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
か 写真 8-14　現在の墓地 （2008年 8月、大森撮影）
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ら
、
親
類
以
外
は
墓
地
ま
で
行
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
親
族
で
あ
っ

て
も
女
性
は
行
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
行
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

③
　
埋
葬
以
降
の
動
き

忌
　
満
中
陰
ま
で
四
十
九
日
間
精
進
料
理
を
食
べ
、
魚
料
理
は
食
べ
な
い
。

た
だ
し
、
終
戦
後
こ
の
傾
向
は
薄
れ
て
い
る
。

　
他
に
は
宮
入
り
を
し
な
い
こ
と
や
、
墓
に
色
花
を
立
て
ず
、
青
い
葉
を
立

て
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
仏
壇
、
墓
に
は
シ
キ
ミ
を
立
て
る
こ
と
が
多
い
。

法
事
　
初
七
日
、
二
七
日
、
三
七
日
、
四
七
日
、
月
忌
（
ガ
ッ
キ
）、
五
七

日
、
六
七
日
、
満
中
陰
、
百
ヶ
日
、
ム
カ
ワ
リ
（
一
周
忌
）、
三
、
七
、

十
三
、十
七
、二
十
三
、二
十
七
、三
十
三
、三
十
七
、四
十
五
、四
十
七
、五
十
年

忌
（
弔
い
上
げ
）
に
法
要
を
行
う
。

　
初
七
日
、
三
七
日
、
月
忌
、
満
中
陰
、
百
ヶ
日
、
ム
カ
ワ
リ
、
三
、七
、

五
十
年
忌
が
重
要
で
、
親
戚
を
大
勢
呼
び
お
こ
な
う
。
隣
近
所
を
呼
ぶ
家
も
あ
る
。

墓
参
り
　
お
盆
・
お
彼
岸
・
正
月
・
命
日
に
行
く
。
墓
場
が
遠
く
行
く
の
が
大
変
な
た
め
、
盆
と
正
月
く
ら
い
に
し
か
行
か
な
い
と
す

る
家
も
あ
る
。

④
　
葬
制
に
関
す
る
食

座
禅
豆
　
初
七
日
に
出
す
。
鉄
鍋
に
大
豆
、
醤
油
を
入
れ
て
し
ゃ
も
じ
で
ま
ぜ
る
よ
う
に
炒
る
。
硬
い
。

洗
濯
団
子
　
う
る
ち
米
、
も
ち
米
を
団
子
に
ふ
か
す
。
薄
い
醤
油
味
。
葬
式
の
翌
日
以
降
に
衣
類
や
布
団
を
洗
濯
す
る
際
に
振
舞
わ
れ

写真 8-15　 五七日の法要の様子（2008年 8月、大森
撮影）
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滋賀県長浜市早崎町の民俗

る
。

そ
の
他
　
ひ
り
ょ
う
す
（
球
形
の
お
あ
げ
。
に
ん
じ
ん
・
ご
ぼ
う
入
り
で
、
油
で

あ
げ
ら
れ
て
い
る
）
と
、
き
ざ
み
昆
布
を
焚
い
た
も
の
を
葬
式
と
初
七
日
に
食
べ

る
。

⑤
　
死
に
対
す
る
世
界
観

死
後
の
世
界
観
　
浄
土
真
宗
な
の
で
、
往
生
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
、
死
後
の

世
界
観
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

妊
婦
・
事
故
・
殺
人
・
自
殺
者
、
幼
児
の
死
者
に
対
す
る
葬
制
墓
制
の
差
異
　
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

九
　
交
通
・
交
易

港
　
綾
戸
（
村
の
端
）
に
港
が
あ
っ
た
。
村
の
南
側
。
北
側
の
北
井
戸
に
も
大
き

な
丸
子
船
が
入
っ
て
い
た
。
大
正
初
め
ま
で
。
昭
和
中
期
に
は
竹
生
島
へ
行
く
船

が
出
て
い
た
。
桟
橋
が
あ
っ
た
。

船
　
早
崎
は
大
き
な
船
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
郵
便
船
も
あ
っ
た
。
郵
便
局
へ
行
く
人
が
持
っ
て
い
た
。

交
易
　
塩
津
な
ど
の
人
は
、
大
津
へ
薪
、
シ
バ
を
運
ん
で
い
た
。
風
の
強
い
と
き
に
は
、
早
崎
に
寄
っ
た
。
船
で
泊
ま
っ
た
。
だ
か

ら
、
早
崎
は
菅
浦
や
塩
津
と
縁
が
あ
る
。
菅
浦
な
ど
か
ら
嫁
に
来
た
人
も
い
る
。

竹
生
島
参
詣
　
竹
生
島
に
渡
る
に
は
、
国
道
か
ら
竹
生
島
街
道
を
歩
い
て
き
た
。
早
崎
に
あ
る
一
の
鳥
居
は
伊
勢
湾
台
風
で
倒
れ
た
。

昭
和
中
期
に
は
、
竹
生
島
へ
の
船
は
早
崎
か
ら
出
て
い
た
。
汽
船
は
長
浜
か
ら
し
か
出
て
い
な
か
っ
た
。

写真 9-1　 都久夫須麻神社の船（2007年 1月、藤井
撮影）
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、
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菅
浦
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塩
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縁
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あ
る
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菅
浦
な
ど
か
ら
嫁
に
来
た
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い
る
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生
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参
詣
　
竹
生
島
に
渡
る
に
は
、
国
道
か
ら
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生
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街
道
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て
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早
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台
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写真 9-1　 都久夫須麻神社の船（2007年 1月、藤井
撮影）
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竹
生
島
で
の
仕
事
　
早
崎
か
ら
竹
生
島
の
神
社
の
売
店
の
バ
イ
ト
に
行
っ
て
い
た
人
も
い
る
。
島
の
土
産
物
屋
は
長
浜
の
方
の
人
が

や
っ
て
い
る
。
安
養
寺
の
人
も
店
を
出
し
て
い
る
。
以
前
は
早
崎
の
人
も
二
軒
ほ
ど
や
っ
て
い
た
。
今
は
早
崎
の
人
は
い
な
い
。
御
朱

印
を
書
く
人
は
、
早
崎
か
ら
も
一
人
行
っ
て
い
る
。

一
〇
　
自
然

水
害
　
吉
川
さ
ん
の
壁
に
亀
裂
が
あ
る
。
明
治
二
九
年
の
水
害
の
な
ご
り
。

砂
州
　
明
治
三
八
年
に
南
郷
洗
堰
が
で
き
て
、
砂
州
が
で
き
て
き
た
。
砂
洲
の
こ
と
を
老
人
た
ち
に
聞
い
て
も
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
。

仕
事
に
行
く
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
ら
。
棹
漕
ぎ
の
船
で
村
か
ら
砂
州
ま
で
三
〇
〜
四
〇
分
か
か
る
。
砂
洲
の
付
け
根
に
は
今
川
と

い
う
川
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
通
っ
て
琵
琶
湖
に
出
ら
れ
た
。
子
ど
も
は
自
転
車
で
水
泳
に
行
っ
た
。
自
転
車
だ
と
琵
琶
湖
ま
で
早
い

が
、
船
だ
と
時
間
が
か
か
っ
た
。
大
正
天
皇
の
即
位
の
と
き
、
天
橋
立
の
よ
う
に
松
原
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
砂
州
に
松
を
植
え

た
。

内
湖
　
内
湖
の
こ
と
は
ウ
ミ
と
い
っ
た
。
琵
琶
湖
の
こ
と
は
琵
琶
湖
、
外
の
ウ
ミ
と
い
っ
た
。

〈
参
考
文
献
〉

井
狩
康
一
　
二
〇
一
四
　「
早
崎
内
湖
再
生
へ
の
課
題
」『
環
境
共
生 
』
二
五

井
上
頼
寿
　
一
九
六
〇
　『
近
江
祭
礼
風
土
記
』　
滋
賀
県
神
社
庁

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
七
九
　『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
二
五
　
滋
賀
県
』　
角
川
書
店

川
崎
太
源
　
二
〇
一
三
　『
冨
田
今
昔
物
語
　
―
近
江
湖
北
の
一
農
村
　
江
州
浅
井
郡
冨
田
村
の
記
録
―
』　
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
　

倉
橋
義
廣
　
二
〇
一
四
　「
早
崎
内
湖
の
変
遷
と
こ
れ
か
ら
」『
環
境
共
生 

』
二
五
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滋賀県長浜市早崎町の民俗

滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
六
二
　『
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
　
五
　
資
料
編
一
』　
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
編
さ

ん
委
員
会

西
野
麻
知
子
・
浜
端
悦
治
編
　
二
〇
〇
五
　『
内
湖
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
琵
琶
湖
周
辺
の
湿
地
再
生
と
生
物
多
様
性
保
全
』　
サ
ン
ラ

イ
ズ
出
版

早
崎
観
縁
　
一
九
九
三
　『
早
崎
の
ム
ラ
の
昔
』　
早
崎
区

び
わ
町
教
育
委
員
会
編
　
一
九
八
〇
　『
び
わ
町
昔
ば
な
し
』　
び
わ
町
教
育
委
員
会

び
わ
町
人
物
誌
編
纂
委
員
会
編
　
一
九
九
七
　『
び
わ
の
先
人
た
ち
　
―
び
わ
町
の
人
物
誌
―
』　
び
わ
町
教
育
委
員
会

（
付
記
）

平
成
二
〇
年
度
民
俗
学
実
習
は
以
下
の
内
容
で
実
施
し
た
。

調
査
日
程
：
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月
二
五
日
〜
二
七
日

　
　
　
　
　
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
一
月
八
〜
九
日

調
査
参
加
者
：
石
橋
和
晃
（
近
畿
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科
）・
今
岡
大
樹
（
文
化
学
科
三
年
生
）・
大
森
悠
（
文
化
学
科
三
年

生
）・
澤
江
貴
之
（
文
化
学
科
三
年
生
）・
辰
巳
今
日
子
（
文
化
学
科
三
年
生
）・
縄
稚
慎
太
郎
（
文
化
学
科
三
年
生
）・
前
田
亜
由
（
文

化
学
科
三
年
生
）・
松
永
夏
希
（
文
化
学
科
三
年
生
）・
峰
達
夫
（
文
化
学
科
三
年
生
）・
吉
野
な
つ
こ
（
関
西
大
学
大
学
院
、
近
畿
大

学
文
芸
学
部
文
化
学
科
卒
業
生
）

　
平
成
二
〇
年
八
月
二
六
日
の
吉
川
家
の
法
事
は
大
森
悠
が
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
平
成
二
一
年
二
月
一
八
日
の
オ
コ
ナ
イ
は
辰
巳
今
日
子
が
見
学
し
た
。

　
実
習
調
査
は
学
生
ご
と
に
担
当
を
決
め
て
実
施
し
た
。
調
査
担
当
ご
と
に
執
筆
し
た
報
告
を
藤
井
が
修
正
し
た
も
の
が
本
稿
で
あ
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せ
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イ
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今
日
子
が
見
学
し
た
。

　
実
習
調
査
は
学
生
ご
と
に
担
当
を
決
め
て
実
施
し
た
。
調
査
担
当
ご
と
に
執
筆
し
た
報
告
を
藤
井
が
修
正
し
た
も
の
が
本
稿
で
あ



 ― 392 ― 

る
。
村
落
は
石
橋
和
晃
、
生
業
（
農
業
）
は
今
岡
大
樹
、
生
業
（
養
蚕
）
は
澤
江
貴
之
、
生
業
（
漁
業
）
は
峰
達
夫
、
生
業
（
ヨ
シ
）

は
縄
稚
慎
太
郎
、
食
は
前
田
亜
由
、
住
は
松
永
夏
希
、
信
仰
は
辰
巳
今
日
子
、
年
中
行
事
は
澤
江
貴
之
、
人
生
儀
礼
は
大
森
悠
が
お
も

に
担
当
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
に
は
、
亀
田
佳
代
子
氏
・
牧
野
厚
史
氏
ら
と
と
も
に
お
こ
な
っ
た
、
カ
ワ
ウ
に
関
す
る
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
共
同

研
究
、
科
研
萌
芽
研
究
な
ど
の
成
果
も
用
い
た
。

話
者
：
青
根
健
一
氏
・
河
崎
義
隆
氏
・
倉
橋
義
廣
氏
・
坂
井
清
嗣
氏
・
坂
井
博
氏
・
田
中
千
代
氏
・
中
川
善
章
氏
・
中
川
善
一
氏
・
萩

崎
五
雄
氏
・
萩
崎
加
千
代
氏
・
萩
崎
富
美
子
氏
・
早
﨑
得
雄
氏
・
広
嶋
氏
・
松
井
悦
子
氏
・
松
井
和
士
氏
・
松
井
利
文
氏
・
松
岡
国
雄

氏
・
松
岡
タ
カ
エ
氏
・
松
岡
千
寿
子
氏
・
松
岡
好
美
氏
・
森
健
氏
・
森
素
子
氏
・
山
下
悟
良
氏
・
吉
川
絹
氏
・
吉
川
外
紀
男
氏
・
吉
川

信
雄
氏
・
吉
川
尚
宏
志
氏
・
吉
川
操
氏
・
吉
川
彌
春
氏

　
現
地
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
し
た
い
。
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滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

滋
賀
県
米
原
市
醒
井
の
湧
水
と
暮
ら
し

―
醒
井
七
湧
水
を
中
心
に
―

廣

　部

　あ
す
か

一
　
調
査
地
の
概
要

滋
賀
県
北
部
の
湖
北
地
方
に
位
置
す
る
米
原
市
醒さ
め

井が
い

は
、
鈴
鹿
山
系
の
最
北
端
に
あ
る
霊
り
ょ
う

仙ぜ
ん

山
（
標
高
一
〇
八
四
ｍ
）
の
麓
に
位

置
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
醒
井
村
は
坂
田
郡
に
属
し
、
中
山
道
の
宿
場
町
が
置
か
れ
て
い
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
醒
井

（
郡
山
藩
領
）・
一
色
（
宮
川
藩
領
）・
枝し
お
り折
（
彦
根
藩
領
）・
上か
み
に
う

丹
生
・
下
丹
生
・
榑く
れ

がが

畑は
た

の
六
つ
の
地
域
が
合
併
し
て
醒
井
村
が
成
立

し
た
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）、
息お
き
さ
と郷
村
・
米
原
村
と
合
併
し
て
米
原
町
と
な
っ
た
。
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
二
月
、
山
東

町
、
伊
吹
町
、
米
原
町
が
合
併
し
米
原
市
と
な
り
、
同
年
一
〇
月
、
米
原
市
と
近
江
町
が
合
併
し
て
現
在
の
米
原
市
と
な
っ
た
。

筆
者
は
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
八
月
に
醒
井
七
湧
水
を
中
心
と
し
た
調
査
を
実
施
し
、
醒
井
に
加
え
て
枝
折
・
上
丹
生
で
も

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
な
お
、
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
に
も
補
足
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

二
　
醒
井
の
歴
史
と
文
化

醒
井
宿
は
、
中
山
道
の
六
一
番
目
の
宿
場
町
で
、
現
在
の
米
原
市
に
あ
る
柏か
し
わ
ば
ら原
宿
（
旧
山
東
町
）、
番ば
ん
ば場
宿
（
旧
米
原
町
）
と
並
ん

で
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
栄
え
て
き
た
。『
実
暁
記
』
に
は
、
京
都
―
鎌
倉
間
の
道
中
に
あ
る
六
三
の
宿
駅
の
ひ
と
つ
に
「
佐
目
加

井
」
と
い
う
名
が
み
ら
れ
る
。
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、
元
禄
年
間
の
明
細
帳
に
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
検
地
高
の
記
載
が
あ
る


